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は じ め に
十二表法の著名な研究者であり，イタリアの共産党書記長を経て，ダレー


















られ，再び関心の対象となるには A history of historical writing あるいは a 
historian who historicized history が現れるのを待つ必要があった6）。
このことはローマの民事裁判そのものの実体を描く作品についても言え








もっとも，ローマの public law と antiquitates publicae とは区別がつきに





した，16 世紀末から 17 世紀にかけて活躍したフリースラントの法学者シッ









ほど， 彼以前にも， モデナのシゴニオ （Carlo Signio, ca. 1524–1612） はもちろ
ん10）， ブルッヘ （ブルージュ） の法学者で十二表法研究でも知られ， ユストゥ
ス・リプシウスによって低地地方のパピニアヌスと呼ばれたヤコブ・ラエウァ
ルト（Jacobus Raevardus, Jacob Raeward, Jacques Raywald, 1534/35–1568） の 『民事裁






文献学者ヨハン・グラッフェ（Johann Georg Graevius, Graffe, 1632–1703）による
全 12 巻に及ぶ『ローマ古事学宝典』（Thesaurus antiquitatum Romanarum, 1694–
1699, Ludgni Batavorum） 2 巻 （fol. 1824–1863） に， アントニオ・アグスティン （An-
tonio Agustín y Albanell, Antonius Augustinus, 1616–1586）『法律及び元老院議決に
ついて』 （De legibus et senatusconsulti） やフランソワ・オトマン （François Hotoman, 
1524–1590） 『ローマ人の政務官職とその設置について』 （De magistratibus Romano-




























第 2 章では， 裁判の分類 （iudiciorum divisio） と法務官の審理 （cognitio praeto-
ris） が述べられる。裁判については， 「ローマ人における裁判には， 特別法廷
の裁判と通常の法廷の裁判とがあった」（Iudicia apud Romanos alia erant extraor-




















て（cum assessoribus et consiliariis）裁判官席で審理を行うものであった，軽微
な事件や，本来的に命令権に属するいわゆる非訟事件であるとする20）。証左




















わなければならないのである23）。この表現は「平場から」 「平場で」 （de plano） 
と対比されてのことである。このことを明言しこの「裁判官席で」 （pro tribu-













































られる， とされる。またセネカ 『自然研究』 （1.4.1） の 「我々はさしあたり気軽
に読める別の証明を試みよう」（nos interim temptemus alias probationes, quae de 
plano legi possint.）もこのように適切に意訳されるのが通例であるが，「気軽
に」 （de plano） も，シッカマの援用によれば，「裁判官席から」と対比される
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表現である37）。こうした文献資料だけでなく当時すでに利用することができ
た lex Acilia repetundarum に関する青銅版からの碑文 « EX EA DIE QUA 
TRIBUTUS FACTUS ERIT, APUD FORUM PALAM UBEI DE PLANO 
RECTE LEGI POSITUR, PROSCRIB » も， 平場からの活動の証拠として挙げ
られる38）。
法務官が地方，村，都市を巡回するときは，椅子が運ばれそこに着席す
る。その椅子が平場に置かれ，審理が行われるもの （planaria cognitio） につい




を図ること （libertum non obsequentem emendare aut verbis aut fustium castigatione） 
が挙げられている，とされる。









る。私人とは上級政務官の命令権も下級政務官の権能も （imperium aut potes-
tas）持たない者である。ここから，シッカマは百人官を私人と考えないた















裁判や私 （民事） 事件の 「私」 や審判人の 「私」 をいかに理解するかにかかっ
ている。


















































論家の教育』（12.3.11）の換喩で表わされた album と rubricae の対比を指摘
する52）。前者には（白板に）法務官告示が後者には（朱色で）法律が記されてい
たのである。さらに彼は， プラウトゥスの喜劇『ペルシャ人』 （1.2.74） から，
告発屋の濫用を防ぐ法律があれば，「告示版を網に他人の財産を襲撃するよ
うな輩」（qui hic albo rete aliena oppugnant bona）はいなくなる，として album
を訴えや濫訴の象徴として用いている例を挙げる。224 年の宣示 C. 8.1.1 は
album と述べているが，おそらくそれ以前に書かれたウルピアヌス『告示
註解』 （D. 2.1.7pr.） では « in albo vel in charta vel in alia materia » と白板のみ
ならず，すでに紙や他の素材が用いられていたことが分かる。こうした史料











では後に発見されるガイウス『法学提要』 （4.11） の樹木 （arbores） と葡萄の木 
（vites） の例がよく引用されるが， シッカマにあっては， セネカ『道徳書簡集』 
（48） « ut formula cecidisse uideatur »， クインティリアヌス『弁論家の教育』 
（3.6.59） « in omnibus fere causis in quibus cecidisse quis formula dicitur » な
ど，当時利用できた非法律文献から得られた知識であった。そしてラエウァ
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である。通常裁判は， 公 （刑事） 裁判，私 （民事） 裁判， 又は百人官裁判であ
る」（Iudicia aut ordinaria sunt aut extraodrinaria.Ordinaria aut publica aut privata aut 





ず，むしろ一般的に既判事項の権威を用いている（utetur rei iudicatae auctori-














































合 （D. 44.1.16） や， 遺産分割訴訟で相手方はそもそも共同相続人ではないと主
張する場合， 所有権や相続財産についての先決訴訟の確定が必要である （D. 
10.2.1.1）。これに対して，百人官裁判には先決訴訟がない。「百人官裁判にお
いては，いかなる先決も行えず，すべては百人官法廷が，相続財産について


















脱したもの（extra ordinem）であり，元首による優遇，特別な計らい（favor et 







































































（Paolo Manuzio, Paulus Manutius, 1514–1574）『法律について』（De legius）（16 章）101）
















35 になってからだと考える。また 513（前 241）年に外人掛法務官が設置され
るなど訴訟増加にともない，ほどなくして設置されたこと，訴訟審理十人官






























































































「この顧問会において，ローマでは 5 人の元老院議員，及び 5 人のローマ騎
士があてがわれる。属州にあっては 20 人のローマ市民たる外国人掛審理員
を以て組織する」を挙げ122），歴史的変遷を語る。また，タキトゥス『年代
記』 （3.29） の記述 「同じ頃， ティベリウスは， すでに青年に成長していたゲル
マニクスの長男ネロを元老院議員に推薦する。ネロが二十人官123）の役目を
除外され，法定年齢よりも 5年も早く，財務官の候補者となるよう望んだ」










スは， ネロが法律を免れることを要求しており， 二十人官職の法定年齢は 20
歳であったと十二分に考えられる」127），とシッカマはこの箇所を自身も控え





十人官が設けられた」 としていることや， フェストゥス 『語義について』 （De 
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significatione verborum）の stlata の説明にあるように129），「訴訟審理」が « liti-
bus iudicandis » でなく « stilitibus iudicandis » と古拙な表現になっているこ











マ史』 （37.26） 「ラビリウスに反逆罪に判決を下した二人官」（duumviri crearen-






次に彼は， 市民掛法務官は， 顧問団 （consilium） を与えようと， 十人の元老
院議員，同数のローマの騎士を顧問団に引き入れたとして，その存在を説明
する。援用されるのはまさにこれを説明するテオピルス『法学提要ギリシア
















































まずは， D. 1.13.1pr. に基づき， 財務官の起源は極めて古く， ほぼすべての
政務官よりも前に設置されており， リウィウスから， 244 （前 510） 年最初の財
務官が選ばれたとし142）， 続いてプルタルコス『対比列伝』 （プブリコラ）（12）143）
やビザンツのヨアナース・ゾーナラース『年代記』144）から，共和政の成立時
にも選ばれたことが明白である， とされる。そして， リウィウス 『ローマ史』 
（4.43.3–5）145）から，その後，333（前 421）年に 2 人が加えられ，この財務官の
数を倍にすることから貴族と平民の間に不和が生じたこと，タキトゥス『年
代記』 （11.22） の 「その後 （472 （前 282） 年に） スッラの法律 （lex Cornelia de XX 




る。さらにカッシウス・ディオ 『ローマ史』 （43.47）147）から 709 （前 45） 年にカエ
サルがさらに 40 人にまで増やしたことが知られる。ウァッロ『ラテン語考』 
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小法廷）は，遺言に従った判断を下したとする法文 D. 5.2.10pr. を挙げてい
る163）。
















（11.1.78）167）や， 8 章で引用された同書の箇所 （12.5.6） に加え， 隣の法廷のどよ









誰も強いられず，自由な 2 日間の審理延期 （comperendinatio, comperendinatus） 
があり，話す限度は各人が自ら選び，日数も弁護人の数も定められていな
かったからである。最初に，ポンペイウスが三期目の執政官職にあった時





















































第 1 章では，休廷日と百人官が集まる裁判日との区別がなされる。冒頭で， 
「私は，百人官裁判が公（刑事）裁判でも私（民事）裁判でもなく，いわば， 
全ローマ国民の最も賑やかな法廷 （consilium） であることを証明し， この偉大
な裁判を構成するのにいかなる人が要求されたのかを説明した」180）と第 1 巻
の意義を述べた後，第 2巻では， 「百人官法廷の手続の形式及び方法」 （forma, 
modusque procedendi Centumviralis iudicii）が説明されるとする。そしてまず，
いかなる期日に招集されたか，つまり百人官法廷が開かれたかが述べられ
る。ローマの公共広場で裁判が行われる裁判日つまり開廷日（dies iudicarii, seu 
sessionales） と休廷日 （dies feriati） の区別が説明される。そして前者は， さらに











を説明する中で，競売に先立ち，前 83 年 2 月 20 日の「ナエウィウスは法務












のは，D. 5.1.73.1，D. 27.1.28pr. である。顧問団が招集（consilium exercere）さ
れるのは， この審理日である。さらにシッカマは， 25 歳未満の主人による共
有奴隷解放に顧問団の承認が必要とする D. 40.2.4.2 から，この顧問団の提供
（consilium praebere）を想定する186）。そして，国家の慶事又は皇帝の名誉のた































ンゲルス（Jan Fongerus, Ioannes Fungerus）は……王に代えて裁判人と訳したの
である」194）。
そしてシッカマは本題へ移るとして，「裁判人たちに加え，商売人もバシリ
カ公会堂で商売をしていた」（Negotiatores quoque in basilicis cum iudicibus prosta-

















第 3 章では，第 2 章の末尾で言及された百人官裁判所の「槍」（hasta）に
ついて詳細に説明される。槍は動詞 asto に気息音がついたとのウァッロ
『ラテン語考』の説明の紹介のあと，槍がエトルスキ王の象徴・標章を起源











































について例として挙げられるのは，いずれも勅法彙纂の法文 C. 10.3.1, C. 10. 

































































bunal sellamque praetoriam adscendebat），百人官は四つの小法廷に分かれて座り








































































































































と表現して一般的には遺贈の効力も否定されるとする D. 32.36 が挙げられて
いる。「功労に反して」（contra merita）については，引用される法文の中で功
















当な訴訟に固執する者だけである」で始まる D. 5.2.8.14 である。次の「期
間」 （tempore） については， 「昔は， 2 年以内に不倫遺言の訴を百人官法廷で行
うことが必要であった。さもなければ，遺言に基づいて遺産を占有する者は
使用取得した」 が後に 「5 年に延長された」 ことが， 小プリニウス 『書簡集』 
（5.1.10）247）や C. 3.28.34pr. などを通じて確認される。最後に「態様・限度で」
（modoque）については，法定相続分の 4 分の 1 を取得する者には不倫遺言の




スランドに関してはウィグル（Wigle van Aytta van Zwichem, Viglius ab Aytta Zui-
chemus, 1507–1577）を参照するように指示される。
第 7 章は，百人官法廷が判決にあたって何を守っていたかを扱う。


















有名な事件が紹介され252），先に見たガイウス法文 D. 5.2.4 も改めて援用さ





として遺言を取り消した」253）として変遷を想定し，さらに D. 5.2.15.2 も援用
する。これもまさに別稿で詳しく紹介した難解な法文である254）。そして不倫
遺言の訴に関して，一つの同じ事件（causa）に異なった判決が下されること
が， 生じるのを常とし， 兄弟が訴え， 指定相続人たちが異なった法的地位 （権
利） にあったときは， 一部は遺言で， 一部は無遺言で死亡したと見られること
になろうとする D. 5.2.24255），さらに，D. 5.2.19 及び C. 3.28.13 が最後の引用
法文である。いずれについてもシッカマ自身が本格的な法解釈に取り組んで
























 ＊　本稿は，2019 年 9 月 5 日，Edinbough Law School で開催された学会（SIHDA）
における報告 « Some contributions of four humanist scholars to our knowledge of 
Roman legal institutions » の Siccama に関する部分を敷衍したものである。拙い報
告に対し，とりわけ好意的で刺激的な長いコメントを下さったローマ民事訴訟法研
究の一人者 Ernest Metzger 教授（University of Glasgow）に謝意を表します。な
お，本稿では，近世法学文献とは異なり，古典古代の文献については，煩瑣を避け
るため原則として巻，章，節などを数字のみの表記にしている。
 1）　Oliviero Diliberto, La biblioteca stregata : tracce dei libri di Theodor Mommsen in 
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Italia, 2ed., Roma 2003.  本書の 1999 年版には邦訳オリヴィエーロ・ディリベルト
（望月紀子訳）『悪魔に魅入られた本の城』（晶文社）があり，以下これを引用する。
 2）　Wilhelm Rein, Das Criminalrecht der Römer von Romulus bis auf Justinianus. Ein 
Hülfsbuch zur Erklärung der Classiker und der Rechtsquellen für Philologen und Juris-
ten nach den Quellen, Leipzig 1844. モムゼンと異なり，Zumpt はこの作品について
前書きで，いかなる史料が重要であるかを教えてくれたものとして高く評価すると
同時に，その欠点を指摘している。« eine höchst schätzenswerthe Zusammenstel-
lung, entbehrt aber der nötigen Schärfe und Anschaulichkeit. » August Wilhelm 
Zumpt, Das Kriminalrecht der römischen Republik, Bd. 1, Abt. 1., Berlin 1865, Aalen 
1993, Vorrede vii.
 3）　Wilhelm Rein, Das Privatrecht und der Zivilprozess der Römer von der ältesten Zeit 
bis auf Justinian, Leipzig 1858, Aalen 1964.『本の城』（前註 1）29 頁。ラインには，
この作品以前に ders., Das römische Privatrecht und der Civilprozess bis in das erste 
Jahrhundert der Kaiserherrschaft : ein Hülfsbuch zur Erklärung der alten Classiker, 
vorzüglich für Philologen, Leipzig 1836 があり，例えば百人官について脚註の内容や
構成の比較から分かるように（S. 414–420）独自の価値を持つ。
 4）　『本の城』（前註 1）80–81 頁，註 7–11 を見よ。
 5）　従って当然のことながら，近年の歴史法学派研究でも言及されない。Vgl. z.B. R. 
von Stintzing / E. Landsberg, Geschichte der deutschen Rechtswissenschaft, Abt. 3, 
Halbbd. 2, München 1910, Aalen 1978, Hans-Peter Haferkamp, Die historische 
Rechtsschule, Frankfurt / M 2018.
 6）　古事学の概念及び歴史学との関係については，古典的な Arnaldo Momigliano, 
History and the Antiquarian, in : Journal of the Warburg and Courtauld Institutes, 
vol. 13, No. 3/4, 1950, pp. 285–315, とりわけ286–290, ders., Alte Geschichte und an-
tiquarische Forschung, in : Ausgewählte Schriften zur Geschichte und Geschichtsschrei-
bung, Bd. 2 : Spätantike bis Spätaufklärung, Darmstadt 2011, S. 1–36, S. 259–262 を見
よ。Momigliano も引用しているように（p. 290 n. 1, S. 262 n. 15），S. Speroni, Dia-
logo della istoria : in Opere, Venezia 1740, II, p. 300, « . . . antiquarii . . . cioè amatori 
ed ammiratori di cose antiche . . . » が古事学者の素直な定義であろう。シゴニオは，
sober and fastidious scholarship の代表とされる（p. 290–291. S. 8）。
　　 すでに英国の法曹フランシス・ベーコン （1561–1626） は，古事学を « For civil his-
tory, it is of three kinds; not unfitly to be compared with the three kinds of pictures 
or images. For of pictures or images we see some are unfinished, some are perfect, 
and some are defaced. So of histories we may find three kinds: memorials, perfect 
histories, and antiquities; for memorials are history unfinished, or the first or rough 
drafts of history; and antiquities are history defaced, or some remnants of history 
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which have casually escaped the shipwreck of time. . . . » と酷評しつつ，« Antiquities 
or Remnants of History are, as was said, tanquam tabula naufragii, when industri-
ous persons by an exact and scrupulous diligence and observation, out of monu-
ments, names, words, proverbs, traditions, private records and evidences, fragments 
of stories, passages of books that concern not story, and the like, do save and recov-
er somewhat from the deluge of time. » と説明する。Francis Bacon, The Advance-
ment of Learning, II. 2.1. cf. Momigliano, History, p. 292. 我々法律家にとって興味
深いのは，ゲッリウス『アッティカの夜』（13.12.1）によれば，アウグストゥス帝の
支配が確立しても自由を極端に愛し気骨ある態度を貫いたラベオーが，自身が強い
拘束力を認めた古来の遺風を antiquitates と表現していることである。Aulu-Gelle 
（René Marache （tr.））, Les nuits attiques, tome III, livres XI–XV, Paris 2002, p. 77–78, 
Aulo Gellio, Notti attiche, vol. II (libri XI–XX), Milano 1997, p. 912–915. « 1. In qua-
dam epistula Atei Capitonis scriptum legimus Labeonem Antistium legum atque 
morum populi Romani iurisque civilis doctum adprime fuisse. 2. Sed agitabat, in-
quit, hominem libertas quaedam nimia atque vecors usque eo ut divo Augusto iam 
principe et rempublicam obtinente ratum tamen pensumque nihil haberet nisi quod 
iussum sanctumque esse in Romanis antiquitatibus legisset, . . . »
 7）　小川浩三「Azoins Summa in C. 2.10―K.W. ネル『早期学識法訴訟手続におけ
る審判人の地位について』の紹介を兼ねて―」北大法学 38 巻 2 号 97–141 頁，水
野浩二「学識的民事訴訟における職権補充（suppletio iudicis）：中世末期の解釈論
の変動」北大法学 65 巻 1 号 1–36 頁（拙書評，法制史研究 65 号 338–341 頁参照）。
 8）　初版は 1596 年であるが，本稿では，ハレの裁判官であったツェペルニック（Karl 
Friedrich Zepernick, 1751–1889）による，古典古代の作品の補足や近世の学説につ
いての詳細な脚註が付された Sibrandus Tetardus Siccama, De iudicio centumvirali 
lib. II, Halae Magdeburgicae, 1725を利用する（以下， Siccama, p. として引用する）。
Zepernick 自身，De causis centumviralibus disquisitio という作品を著しており，こ
こで利用した版（p. 230–277）に収録されている。シッカマには，他にも古代ロー
マに関する古事学的なあるいは人文主義的な作品として Fastorum Kalendarium lib. 
II. ex veterum monimentis, marmoribus, numismatibus, aliisque antiquitatum frag-
mentis aucti et emendati や De veteri anno Romano Romuli et Numae Pompilii an-
titheses がある。
 9）　百人官裁判一般について， 従来の研究視座を批判する J. M. Kelly, Studies in the 
Civil Judicature of the Roman Republic, Oxford 1976, I （The Centumviri）, p. 1–39, 
包括的な Lorenzo Gagliardi, Decemviri e centumviri. Origini e competenze, Milano 
200, 一 般 的 な Max Kaser / Karl Hackl, Das römische Zivilprozessrecht, München 
1996, S. 52–56 のほかに，起源などの結論については p. 17 Rein, Das Privatrecht, su-
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pra not. 3, S. 870–873, Edoardo Volterra, Istituzoni di diritto privato romano, Roma 




世紀人文主義者によるローマ民事裁判素描―」法政研究（九州大学）70 巻 4 号
423–455 頁，「カルロ・シゴニオ（1524–1584）の共和政ローマ刑事裁判素描―審理
開始の前まで―」南山法学 38 巻 3・4 合併号 185–241 頁，及び William McCuaig, 
Carlo Sigonio. The Cahnging World of the Late Renaissance, Princeton 1989 を見よ。
11）　本稿では Jacobus Raevardus Brugensis, Protribunalium liber singularis, Opera om-
nia, tomus II, Neapoli, 1779, p. 192–228 を利用する。この全集には 1巻に 3作品，2
巻に 6 作品が収録されている。タイトル表記を『民事裁判について』とするのは，
献辞に述べられた « . . . ad illam privatorum iudiciorum rationem describendam . . . »
からである。cf. Jean Noël Paquot, Mémoires pour servir à l’histoire littéraire des dix-
sept provinces des Pays-bas, tome XVI, Louvain 1769, p. 108–173, Oliviero Diliberto, 
Bibliografia ragionata delle edizioni a stampa della legge delle XII tavole (secoli XVI–
XX), Roma 2001, p. 81–82.
12）　故郷の慣習法については，Lex Frisionum sive antiquae Frisiorum leges : a reliquis 
veterum Germanorum legibus separatim があり，1617 年から 1730 年の間に 8版を重
ねた。Kees Dekker, Sibrandus Siccama on the Lex Frisiorum （1617）: Frisian Iden-
tity as a Philological Construct, in : Rolf H. Bremmer Jr, Geart van der Meer and 
Oebele Vries （ed.）, Aspects of old Frisian Philology, vol. 6. issue 1, p. 65–90, Amster-
damer Beiträge zur älteren Germanistik, Bd. 31/32.
13）　Johann Georg Graevius, Thesaurus antiquitatum Romanarum, tomus II, Traiect. 
ad Rhen., Lugd. Batav. 1694, fol. col. 1823–1862. 筆者が利用する以下の『ローマ古
事学事典』も，内容的に全面的に賛同しているわけではないが，百人官裁判につい
ての項目はシッカマの叙述を参考にしている。Samuel Pitiscus, Lexicon antiquita-
tem romanarum, tomus I, Hagae-Comitum 1737, fol. 399a–400b. cf. Carlos Sigonius, 
De iudiciis : Opera omnia, tomus V, Mediolani 1736, col. 1683–1824. 
14）　Siccama, p. 11. « Cap. I. Laus et fructus studii Antiquitatum. Roma vera, ubi Pan-
dectarum laus. Praefationum utilitas. »
15）　Siccama, p. 11. « iuris civilis scientia veterum rerum memoriam desiderat, et haud 
facile a quopiam, nisi qui rempublicam Romanam, qua leges, qua Magistratus, ad 
unguem noverit, pro dignitate illustrari, describi, explicari potest. »




に由来し，校訂版では « nostram rem publicam in partibus eius vobis credendis gu-
bernare » とされ， 部分 （partes） とは派遣される地方， あるいは委ねられる職務と解
されている。
17）　Siccama, p. 12. « Quodsi si inficias non eant, omnes Iurisprudentiae nostrae rivos, 
ex immenso legum Romanarum et rituum flumine, deductos, quod certe facere non 
possunt, quis neget, eum, qui in veterum ICtorum libris cum fructu, cum voluptate 
versari, et rempublicam in partibus eius credendam sibi, gubernare volet totom Ro-
manae Reip. statum, tanquam in Appellaea tabula depictum, in animo atque oculis 
circumferre debere ? »（下線は筆者による）
18）　Franz Wieacker, Privatrechtsgeschichte der Neuzeit, 2. Aufl., 1967, S. 169. « Da die-
ser Aufsitieg eine wesentliche Voraussetzung für die Ausbildung der deutschen Pan-
dektenwissenschaft im 19. Jh. wurde, ist es kein zu gesuchtes Bild, wenn man sagt, 
Holland habe die Fackel der großen Rechtswissenschaft unserem Lande weiterge-
reicht, die einst in Italien entzündet wurde und von dort nach Frankreich und wei-
ter nach den Niederlanden gewandert war. »
19）　Suéton （Henri Ailloud （tr.））, Vies des douze Césars, tome II (Tibére / Caligula 
Claude / Néron), Paris 1961, p. 122–123. « XV. In cognoscendo autem ac decernendo 
. . . alium interpellatum ab adversariis de propria lite negantemque cognitionis rem 
sed ordinari iuris esse, agere causam confestim apud se coegit, proprio negotio do-
cumentum daturum, quam aequus iudex in alieno negotio futurus esset. »
20）　Siccama, p. 17–18. « pro Tribunali, cum Assessoribus et Consiliariis caussas le-
viores, et quae voluntariae iurisdicitinis et propriis imperii erant. »
21）　D. 4.4.13.1. « . . . vel cognitione praetoria vel rescissa alienatione dato in rem iudi-
cio . . . »
22）　D. 5.1.21. « Si debitori meo velim actionem edere, probandum erit, si fateatur se 
debere paratumque dicat solvere, audiendum eum, dandumque diem cum compe-
tenti cautela ad solvendam pecuniam : neque enim magnum damnum est in mora 
modici temporis. modicum autem tempus hic intelligendum est, quod post con-
demnationem reis indultum est. »
23）　Aegidius Forcellinus, Totius Latinitatis Lexicon, Prato 1875, fol. 167a. s.v. Tribunal
は « Pro tribunali idem est ac in tribunali, quamadmodum dicimus pro suggestu. 
Cic. Fam. 8. » と前置詞 pro に特段の意味を与えない。 
24）　D. 37.1.3.8. « Si causa cognita bonorum possessio detur, non alibi dabitur quam 
pro tribunali, quia neque decretum de plano interponi neque causa cognita bono-
rum possessio alibi quam pro tribunali dari potest. »
25）　もっとも劇場については，予め法務官，皇帝のために備え付けられた席のことも
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tribunal と言われた。s.v. Tribunal. « 11） . . . Tribunal in theatro dictus est suggestus 
editior, et ab aliis gradibus separatus, ex quo spectabat praetor, et imperator. Suet. 
Aug. 44. » cf. Forcellinus, Totius latininatis lexicon, supra not. 23, fol. 167b.
26）　Siccama, p. 19. « Sed et de plano subinde Praetor ius reddebat postulantibus, hoc 
est, cum animi vel negotii caussa ambulans, vel ad theatrum iens et balnea, sella 
posita eo in loco, ubi salva maiestate imperii sui, salvoque more maiorum ius reddere 
poterat, controversias extra ordinem disceptabat, sed quae levioris momenti erant. »
27）　平場と上座との対比もあり，シッカマによる次章の説明からすると，本文でも述
べるように，この表現の方がむしろ適切であろう。Ioannes Rosinus Bartholomaeus, 
Romanae Antiquitates, Basileae 1583, Cap. VII, De loco ubi Iudicia exercebantur, de 
Foris, ac Basilicis, fol. 403. « Locus in quo ius dictum est, fuit duplex : aut superior, 
aut planus. Superior fuit Tribunal in Comitio, atque in tribunal Sella Curulis. Pla-
nus, quicunque locus praeter tribunal, posita Sella Curuli, isque locus tum dicebatur 
Ius. . . . Centumviralis autem iudicia in Basilicis exercebantur. »
28）　Suéton, Vies des douze Césars, tome II, supra not. 19, p. 28. « XXXIII. Paulatim 
principem exseruit praestititque etsi varium diu, commodiorem tamen saepius et ad 
utilitates publicas proniorem. Ac primo eatenus interveniebat, ne quid perperam 
fieret. Itaque et constitutiones senatus quasdam rescidit et magistratibus pro tribu-
nali cognoscentibus plerumque se offerebat consiliarium assidebatque iuxtim vel 
exadversum in parte primori ; et si quem reorum elabi gratia rumor esset, subitus 
aderat iudicesque aut e plano aut e quaesitoris tribunali legum et religionis et noxae, 
de qua cognoscerent, admonebat; atque etiam, si qua in publicis moribus desidia 
aut mala consuetudine labarent, corrigenda suscepit. »（下線は筆者による）
29）　« Itaque dubitaui utrum differrem te donec suus isti rei veniret locus, an ius tibi 
extra ordinem dicerem. »  後註 31 を見よ。
30）　Siccama, p. 20. « Extra ordinem enim fit, quod de plano fit, quo Senecam alludisse 
non dubito. »
31）　前世紀の仏語訳にはこうした locus の理解は見られない。Sénèque （H. Noblot （tr.））, 
Lettres a Lucilius, tome IV, Paris 1962, p. 171. « Aussi me suis-je demandé si je devais 
t’ajourner en attendant que l’affaire vînt au dossier, ou si je te donnerais audience 
hors de cour. » これに対して，19 世紀のŒuvres complètes de Sénèque (Le philoso-
phie), tome II, Paris 1889, p. 129. « J’ai donc hésité si je vous ajournerais, ou si, 
jusqu’à ce que cette matière vînt en son ordre, je vous donnerais une audience ex-
traordinaire. » はより適切な訳だと思われる。邦訳についてはセネカ（大芝芳弘訳）
『哲学論集 6  倫理論集 II』（岩波書店）265–266 頁，（茂手木元藏訳）『道徳書簡集




32）　Titus Livius （W. Weissenborn / H. J. Müller （bear.））, Ab urbe condita, Bd. 3, Buch 
VI–VIII, 7. Aufl., Berlin 1962, p. 281 （Fn. 2 も見よ）, Tite-Live （Raymond Bloch / Ch. 
Guitard）, Hstoire romaine, tome VIII, livre VIII, Paris 1987, p. 30, Livy （B. O. Foster 
（tr.））, From the Founding of the City, vol. IV, Book VIII–X, Cambridge MA 1982, 
p. 120–121. « XXXII. . . . 2 . . . qui simul ex inferiore loco ad tribunal accessit, . . . » リ
ウィウス （毛利晶訳） 『ローマ建国以来の歴史 4』 （京都大学学術出版会） 17 頁参照。
33）　San Isidoro de Servilla （Jose Oroz Reta / Manuel A. Marcos Casquero）, Etimolo-
gías, II, (Libros XI–XX), Madrid 1983, p. 240. « Tribunal, . . . , Est enim locus in subli-
mi constitutus, unde unversi exaudire possint. »
34）　Quintilien （Jean Cousin （tr.））, Institution oratoire, tome VI, Paris 2003, p. 260, 
Quintiliano （Cesare M. Calcante （cura））, La formazine dell’oratore, vol. III (libri IX–
XII), Milano 1997, p. 1914–1915, Marcus Fabius Quintilianus （Helmut Rahn （übers.））, 
Ausbildung des Redners, 2. Teil, Buch VII–XII, Darmstadt 2006, S. 658–659.
35）　Vitruve （Catherine Saliou （tr.））, De L’architecture, liv. V, Paris 2009, p. 80, Vito-
rius （Frank Granger （tr.））, On Architecture, Cambridge MA 1955, p. 260–261. « 8. 
Item tribunal quod est in ea aede, hemicycli schematis minoris curvatura formatum; 
eius autem hemicycli in fronte est intervallum pedes XLVI, introrsus curvatura 
pedes XV, uti, qui apud magistratus starent, negotiantes in basilica ne inpedirent. » 
ウィトルーウィウス（森田慶一訳）『建築書』（東海大学出版会）117 頁参照。
36）　Quintilien （Jean Cousin （tr.））, Institution oratoire, tome IV. livres VI et VII, Paris 
2003, p. 40, Quintiliano （Cesare M. Calcante （cura））, La formazine dell’oratore, 
vol. II (libri V–VIII), Milano 2008, p. 1044–1045, Marcus Fabius Quintilianus （Hel-
mut Rahn （übers.））, Ausbildung des Redners, 1. Teil, Buch I–VI, Darmstadt 2006, 
S. 722–723. « Item tribunal, quod est in ea aede, . . . uti, qui apud magistratus sta-
rent, negotiantes in basilica ne inpedirent. » « M. Caelius praetor, cum senam eius 
curulem consul Isauricus fregisset, alteram posuit loris intentam （dicebatur autem 
consul a patre flagris aliquando caesus）. »
37）　Sénèque （Paul Oltramare （tr.））, Questions naturelles, tome I (Livres I–III), Paris 
1961, は，« Pour le moment, essayons d’autres démonstrations que le lecteur lire de 
plain-pied. » と訳し，de plain-pied に脚註を施し，« De plano, par opposition à de 
（ou pro） tibunali sans monter en chaire, sans formalité. De plano possum 
promittere （Lucr. I 412）» とシッカマの理解に対応した解説を行なっている。この
解説は，Questions naturelles （Ajasson de Grandsagne （tr.））, Œuvres complètes de 
Sénè que (Le philosophie), tome IV, Paris 1889, p. 129. « pour nous, cherchons d’autres 




ている青銅版に記されたもので，すでに Iacobus Mazochius, Epigrammata antiquae 
urbis, Romae 1521 において転記出版されたと言われるが，C. G. Bruns, O. Gran-
denwitz （ed.）, Fontes Iuris Romani Antiqui, Leges et negotia, Tubingae 1909, p. 55–58, 
p. 69 , Andrew William Lintott, Judicial Reform and Land Reform in the Roman Re-
public, A New Edition, with Translation and Commentary of the Laws from Urbino, 
2010, p. 104, 66, P. F. Girard, Textes de droit romain, Paris 1903, p. 42 6. Lex Acilia 
repetundarum （631–632） を参照。シッカマのこの箇所に付された Zepernick によ
る脚註はキュジャース 『観察と修正』（7巻 29章） を援用している。実際， キュジャー
スも « . . . in aes incisae fragmentum vetus, ex quo haec verba retineo memoria, . . . »
としてこの碑文を紹介している。Iacobus Cuiacius, Observationes et emendationes, in : 
Opera omnia, tomus III, Neapolis 1758, lib. 7. cap. 29, col. 184.
39）　Siccama, p. 24. « Privata iudicia erant decreta seu sententiae, quae iudices privati a 
Praetore ex albo iudicum dati, de controversiis privatis, secundum ius civile, et proposi-
tam actionis formulam, ferebant, et pronunciabant. » この箇所における Zepernick に
よる脚註は， 百人官裁判を私 （民事） 裁判に入るとし， iudices, arbitri, recuperatores, 
decemviri, centumviri を並列している。
40）　Suéton, Vies des douze Césars, tome II, supra not. 19, p. 122. « XIV. . . . nam et iis, 
qui apud privatos iudices plus petendo formula excidissent, restituit actiones et in 
maiore fraude convictos legitimam poenam supergressus ad bestias condemnavit. »
41）　スエトニウス『皇帝列伝』「クラウディウス」 （14） の文言 « privatos iudices » に対
して，ベーケンは Laevinus Torrentius, Commentarii in C. Suetonii tranquilli XII. 
caesares, Antverpiae 1578, p. 358 を指示する。そこには « Privatos iudices. Id est re-
rum privatarum iudices, qualis praetor et centumviri » と説明されている。
42）　Cicéron, Discours, tome IV, Seconde action contre Verrès, livre III, le froment, Paris 
1960, p. 64–65, Cicero （L. H. G. Greenwood （tr.））, The Verrine Orations vol. II, 
Cambridge MA 2001, p. 78. « LVIII . . . 135 ... coepit Scandilius recuperatores aut iu-
dicem postulare. »
43）　D. 2.1.3. « . . . mixtum est imperium, cui etiam iurisdictio inest, quod in danda 
bonorum possessione consistit. iurisdictio est etiam iudicis dandi licentia. »
44）　D. 49.3.3. « Dato iudice a magistratibus populi romani cuiuscumque ordinis, 
etiamsi ex auctoritate principis licet nominatim iudicem declarantis dederint, ipsi 
tamen magistratus appellabuntur. »
45）　原文は « AUL. GELLIUS N. A. Lib. XIII. cap. 8 » であるが， 利用した刊本では当該
箇所は 14 巻 2 章である。Aulu-Gelle （René Marache （tr.））, Les nuits attiques, tome 
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III, supra not. 6, p. 127, Aulo Gellio, Notti attiche, vol. II, supra not. 6, p. 992–995. « 1 
Quo primum tempore a praetoribus lectus in iudices sum, ut iudicia quae appellan-
tur privata susciperem, libros utriusque linguae de officio iudicis scriptos conquisivi, 
ut homo adulescens a poetarum fabulis et a rhetorum epilogis ad iudicandas lites 
vocatus rem iudiciariam, quoniam vocis, ut dicitur, vivae penuria erat, ex mutis, 
quod aiunt, magistris cognoscerem. »
46）　Suéton, Vies des douze Césars, tome II, supra not. 19, p. 125. « XVI. . . . Splendidum 
virum Graeciaeque provinciae principem, verum Latini sermonis ignarum, non 
modo albo iudicum erasit, sed in peregrinitatem redegit. » 審判人は当事者の合意に
よるか法務官によってこの名簿から選ばれたとされてきたが，いかなる階層（元老
院階級や騎士階級）や資質（法の知識の有無や良き人士）であったかの議論につい
ては，Paul Collinet, Le rôle des juges dans la formation du droit romain classique, 
in : Recueil d’études sur les sources du droit. En l’honneur de François Gény, tome 1, 
Paris 1934, p. 23–31 が基本的であり，より一般的には Claude Nicolet, Le métier de 
citoyen dans la Rome républicaine, Paris 1980 を参照。Collinet のテーゼ « Les parties 
ne s’en remettraient pas à un homme sans conaissance juridiques ou au moins sans 
l’expérience des affaires ou sans culture » の前半の法的な知識については反対，後半
については賛同する新たな研究として，Lorenzo Gagliardi, La figura del giudice del 
processo civile romano, Eva Cantarella / Lorenzo Gagliardi （cura）, Diritto e teatro in 
Grecia e a Roma, Milano 2007 を見よ。
47）　Sénèque （François Préchac （tr.））, Des bienfaits, tome I, Paris 1961, p. 67. « VII. 7 
. . . ubi ［vero］ inter disputantes ratio ius dicit ; ubi vero ［ibi］ animi coniectura ca-
pienda est, ubi id, de quo sola sapientia decernit, in controuersiam incipit, non po-
test ［ad haec］ sumi ad haec iudex ex turba selectorum, quem census in album et 
equestris hereditas misit. » cf. Sénèque, Des bienfaits, liv. III, Œuvres complètes, tome 
IV, supra not. 37, p. 45. さらにセネカ（小川正廣訳）『恩恵について　セネカ全集
2』251 頁参照。セネカのこの箇所についてはすでにシゴニオも指摘していた。拙稿
「カルロ・シゴニオ『民事裁判』」（前註 10）70–71 頁参照。
48）　Iacobus Cuiacius, Observationes, supra not. 38, lib. 21. cap. 31, col. 629.
49）　Quintilien （Jean Cousin （tr.））, Institution oratoire, tome III, Paris 2003, p. 51, 
Quintiliano （Stefano Corsi （cura））, La formazine dell’oratore, vol. I, libri I–IV, Mila-
no 2006, p. 688–689, Quintilianus, Ausbildung des Redners, 1. Teil, supra not. 36, 
S. 454–456. « iudicem rura plerumque in decurias mittant de eo pronuntiaturum 
quod intellexerit. » cf. Gagliardi, La figura del giudice, supra not. 46, p. 202–203.
50）　Tacite （Henri Goelzer （tr.））, Annales, tome III, livres XIII–XVI, Paris 1925, p. 422–
423. « XX . . . quid superesse, nisi ut corpora quoque nudent et caestus adsumant 
182
easque pugnas pro militia et armis meditentur ? An iustitiam auctum iri et decurias 
equitum egregium iudicandi munus ［melius］ expleturos, si fractos sonos et dulce-
dinem vocum perite audissent ? » 
51）　Siccama, p. 30. « Eam privati iudicis dandi consuetudinem, quasi a Romanis per 
manus traditam, etiam nunc observant Praetores Transisulaniae, et Hasselensis urbis 
. . . quem Ordelmyser vocant, qui deinde pro controversiae difficultate ICtos in 
consilium adhibet, ex quorum consilio sententiam pronunciat, Praetor exsequitur. »
52）　Quintilien, Institution oratoire, tome IV, supra not. 36, p. 308–309, Quintiliano, La 
formazine dell’oratore, vol. III, supra not. 34, p. 1990–1991, Quintilianus, Ausbildung 
des Redners, 2. Teil, supra not. 34, S. 722–723. « 11 . . . Quorum alii se ad album acru-
bricas transtulerunt, . . . » 
53）　Gulielmus Budaeus, Notae in Pandectas, in : Opera omnia, tomus III, Basi-
leae 1557, fol. 128. « Legendum, album, ut Politianus in Miscel. adnotavit, intelligen-
dumque de albo Praetoris, in quo edicta praetorum proponebantur : cuius crebra in 
iure mentio. »
54）　Cicéron （H. de la Ville de Mirmont （tr.））, Discours tome I, Pour Q. Roscius le 
Comédien, Paris 1973, p. 160–162, p. 166, M. T. Cicéron （R. Binet （tr.））, Pladoyer 
pour P. Roscius le Comédien, in : Œuvres complètes, tome VI, Paris 1826, p. 270–271, 
p. 282–283. « IV . . . 11 . . . Quid est in iudicio ? Derectum, asperum, simplex : SI PA-
RET HS I dari –. Hic nisi planum facit HS I ad libellam sibi deberi, cau-
sam perdit. » « VIII . . . 24 . . . Sunt iura, sunt formulae de omnibus rebus constitutae, 
ne quis aut in genere iniuriae aut in ratione actionis errare possit. » Vgl. Cicero 
（Manfred Fuhmann （übers.））, Rede für den Schauspieler Q. Roscius, S. 186, S. 192– 
193.
55）　Raevardus, Protribunalium, supra not. 11, p. 227a–228b. « Praetores Romae, et in 
Provinciis Praesides, aut Proconsules, pronuntiare de tabella sententias solent. »
56）　Siccama, p. 33. « Publica iudicia erant decreta et sententiae, quae de criminalibus, 
ad rempblicam pertinentibus, quaesitore aliquo iudicium exercente, iudices, ex tribus 
ordinum decuriis, secundum leges a populo latos, ordinaria iudicandi via faciebant. »
57）　もっともこの定義に対する Zepernick による脚註では，公的裁判はこれに尽きな
いとし，シゴニオの定義にも反対して，« . . . Publica vero sunt dicta, non, ut opina-
tur SIGONIUS de Iudic. II, 1. quod cuivis e populo actio permittebatur, sed quo-
niam causae ad populum spectabant, . . . » と述べて，多くの法文と学説を検討し詳
細に説明しているが，本稿では立ち入らない。拙稿「Publicum 概念および私人の
合意によっては変更できない ius publicum について―16 世紀のブリソン『法律




58）　Siccama, p. 35. « si quis maiestatem populi romani, aut eius magistratum minuis-
set . . . erant privatis quidem illata, sed quae ad civis romani interitum, iniuriam, ac 
proinde universo populo facta censebantur, ut si quis hominem telo occidisset. »
59）　人文主義者によるローマ刑事法の復元については，拙稿「シゴニオ刑事裁判素
描」（前註 10）を見よ。
60）　Siccama, p. 40-41. « Centumviralia iudicia definio decreta seu sententias, quae 
Centumviri ex XXXV. P. R. tribus a decemviris litibus iudicandis fortiti, et coacti, 
inque diversis tribunalibus divisi, hasta posita et Praetore solenniter praesidente, in ba-
silicis, certisque sessionum diebus, de controversiis privatis, praecipue vero de hereditatis 
petitionibus faciebant. »
61）　Sigonius, De iudiciis, supra not. 13, col. 732. « Centumviros autem scribit Festus ex 
singulis tribubus ternos lectos, Dio vero lib. LIIII a Decemviris sorte eductos. »
62）　« . . . kaÆ oÈ d²ka oÈ ´pÆ tôn dikasthrÇown tôn ´V toÕV ´katân ¬ndra klhrou­
m²nwn ¦podeiknÔmenoi∙ . . . » シッカマが他の箇所で Reimarus 版として挙げている
版と頁も合致する後代の版 DÇwn K¤ssioV, Rwmaikº IstorÇa （Hermanus S. Rei-
marus）, Cassius Dio, Historia Romana, vol. I, Hamburgi 1750, fol. 757 は « . . . et de-
cem ad iudicium centumvirale delecti. » （下線は筆者による）としているのに対して， 
DÇwn K¤ssioV, Rwmaikº IstorÇa, Cassius Dio （Robertus Stephanus, Guilielmus 
Xylandrus （interp.））, Romanarum Hisotriarum libri XXV, Paris 1591, fol. 618は，
« . . . decem iudiciis iis quae ad centumviros sorte deferuntur, praeficiuntur. . . . »（下
線は筆者による）である。さらに Cassius Dio （J. W. Rich （tr.）, The Augustan Settle-
ment (Roman History 53–55.9), Warminster 1990, p. 105. « . . . and ten preside over 
the courts to which the cenumviri are allotted. » も Cassio Dio （Otto Veh （übers.）, 
Römische Geschichte, Bd. 4 （Bücher 51–60）, 2. Aufl., Berlin 2012, S. 179. « . . . und 
zehn den Gerichtshöfen zugeteilt sind, die für die Centumviri ausgelost werden. »も， 
ともに後者のラテン語訳に近く，klÃroVを反映させている。cf. Cassius Dio （Ear-
nest Cary （tr.））, Roman History, vol. VI, Cambridge MA 1955, p. 350–353. « . . . ten are 
assigned to the courts which are allotted to the Centumviri : . . . », cf. Ulrich 
Groetsch, Hermann Samuel Reimarus (1694–1768): Classist, Hebraist, Enlightenment 
Radal in Disguise, 4. Reimarus the Cardinal, and the Remaking of Cassius Dio’s Ro-
man History, Leiden / Boston 2015, p. 177–223. （以上，下線は筆者による） 
63）　シッカマが用いるこの表現はホラティウス『風刺詩』（1.7.3）からのものである。
Horace （F. Villeneuve （tr.）, Satires, Paris 1962, p. 87, Horace （H. R. Fairclough 
（tr.））, Satires. Epistles. Ars poetica, Cambridge MA 2005, p. 90–91. « et lippis notum 
et tonsoribus esse. » Forcellini, Totius latinitatis lexicon, tomus III, Prati 1865, s.v. 
184
Lippus は， « . . . proprie oculos habens lacrymantes, aut pituita et adhaerenti offusos. 
. . . Interdum universim lippus, etiam absolute dicitur, qui oculorum et visus vitio 
aliquo laborat. . . . quam de re loquimur, quam nemo non videret. » と分かりやすい
が，Forcellini, Lexicon, tomus VI, 1875, s.v. Tonsor についての « . . . pervulgatam et 
in ore omnium esse » や仏訳の « une histoire connue de tous les ophtalmiques et de 
tous les barbiers» に対する脚註3の説明 « boutiques des barbiers, elles étaient le 




66）　Sigonius, De iudiciis, supra not. 13, col. 730–732. さらに後註 232 も見よ。
67）　Pline le Jeune （Anne-Marie Guillemin （tr.））, Lettres, tome II (livres IV–VI), Paris 
2002, p. 144, Plinio il Giovane （Luigi Rusca （tr.））, Epistolario, Milano 2000, p. 522–
523. « 9 Intervenit enim acribus illis et erectis frequens necessitas computandi ac 
paene. calculos tabulamque poscendi, ut repente in privati iudicii formam centum-
virale vertatur. » 小プリニウス『書簡集』は，ローマ国制史に関する今日の概説書
においても，帝政期における百人官法廷の最も重要な史料である。cf. Francesco de 
Martino, Storia della costituzione romana, vol. IV, parte prima, Napoli 1974, p. 633.
68）　ローマの弁論家にとって裁判で数値を正確に提示することが重要であったことに
ついては， クインティリアヌス 『弁論家の教育』 （1.10.35） も指摘している。Quinti-
lien, Institution oratoire, tome I. livres I, Paris 2003, p. 140, Quintiliano, La formazine 
dell’oratore, vol. I, supra not. 49, p. 236–237, Quintilianus, Ausbildung des Redners, 1. 
Teil, supra not. 36, S. 140–141. « 35 . . . In causis vero vel frequentissime versari solet : 
in quibus actor, non dico si circa summas trepidat, sed si digitorum saltem incerto 
aut indecoro gestu a computatione dissentit, iudicatur indoctus. »
69）　Quintilien, Institution oratoire, tome III, supra not. 49, p. 157–159, Quintiliano, La 
formazine dell’oratore, vol. II, supra not. 36, p. 868–871, Quintilianus, Ausbildung des 
Redners, 1. Teil, supra not. 36, S. 59–593. « 115 . . . Proprium et illud causae, quod 
Amphictyones iudicant, ut alia apud centumuiros, alia apud priuatum iudicem in 
isdem quaestionibus ratio. »
70）　Aulu-Gelle （René Marache （tr.））, Les nuits attiques, tome III, supra not. 6, p. 129, 
Aulo Gellio, Notti attiche, vol. II, supra not. 6, p. 996–997. « Iussi igitur diem diffindi 
atque inde a subselliis pergo ire ad Favorinum Philosophum, quem in eo tempore 
Romae plurimum sectabar, . . . »
71）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 34. Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 330–331. « 1 . . . Proxime cum dicturus apud centumviros essem, 
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adeundi mihi locus nisi a tribunali, nisi per ipsos iudices non fuit ; tanta stipatione 
cetera tenebantur. »
72）　Pline le Jeune （Anne-Marie Guillemin （tr.））, Lettres, tome I (livres I–III), Paris 
2002, p. 19, Plinio il Giovane, Epistolario, supra not. 67, p. 98–99. « 6 . . . nam iudi-
cium centumrirale differri nullo modo, . . . »
73）　Cuiacius, Observationes, supra not. 38, col. 274, lib. 10. cap. 20. « De Centumvira-
libus iudiciis, partibusque iudicum, sententiis . . . Centumviralium, Centumviorum, 
et praetoris, qui his iudiciis ex more praesidet. »
74）　Antonius Schultingius, Iurisprudentia vetus Ante-Justinianea, Lipsiae 1737, p. 490–
491, Johannes Baviera （ed.）, FIRA, II, Auctores, Florentiae 1940, p. 403. « Centum-
viri, si de hereditariis rebus, vel fide generis instrui non possunt, poterunt de servis 
hereditariis habere quaestionem. »
75）　D. 5.2.17pr. « . . . si optinueri, uteretur rei iudicatae auctoritate, quasi centumviri 
hunc solum filium in rebus humanis esse nunc, cum facerent intestatum, credi- 
derint. »
76）　拙稿「不倫遺言の訴の法学による規範化―キュジャースの註解を手掛かりに―」 
南山法学 42 巻 3・4 合併号（2019 年）233 頁以下，244 頁，259 頁以下を見よ。
77）　Siccama, p. 45. « Qua ratione et posteris temporibus, qui in Consistorio Principis 
causas agebant, nullas dilationes impetrabant. L. 5. C. de dilationibus （C. 3.11.5）, et 
L. 1. C. de Relat. （C. 7.61.1）»
78）　Siccama, p. 45. « Iudices privati ut plurimum de controversiis facti, et iis quae 
perspicui et scripti iuris erant, ut ex Pandectarum libris manifestum est, iudicabant ; 
centumviri vero de caussis intricati iuris, et quae in aequitatis et iuris quaestine sitae 
sunt, . . . » Sénèque （Préchac （tr.））, Des bienfaits, supra not. 47, p. 66–67. « VII. 7 . . . 
ubi ［vero］ inter disputantes . . . VIII. 1 Itaque non haec parum idonea res uisa est, 
quae deduceretur ad iudicem, . . . » この前の部分は，前註47を見よ。cf. Sénèque, Des 
bienfaits: Œuvres complètes de Sénèque, tome VI, supra not. 54, p. 45.
79）　Sénèque, Des bienfaits, supra not. 47, p. 67. さらにセネカ（小川正廣訳）『恩恵に
ついて　セネカ全集 2』251 頁も参照。
80）　Quintilien, Institution oratoire, tome III, supra not. 49, p. 40, Quintiliano, La for-
mazine dell’oratore, vol. I, supra not. 49, p. 664–667, Quintilianus, Ausbildung des Re-
dners, 1. Teil, supra not. 36, S. 438–439. « cum vel nulla expositio est, vel de re 
constat de iure quaeritur, ut apud centumviros : “filius an frater debeat esse intesta-
tae heres”, . . . »
81）　Cicéron （Edmond Courbaud （tr.））, De l’orateur, livre I, Paris 2002, p. 86, Cice-
rone （Mario Martina et al. （tr.））, Dell’oratore, 7éd., Milano 2001, p. 280–281, Cicero, 
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De oratore, Über den Redner, 4. Aufl., Stuttgart 2001, S. 184–185, Cicero （Augustus S. 
Wilkins （not.））, De oratore, Oxford 1892, Hildesheim 1990, p. 210. « LVI. . . . 238 
Nam, quod maximas centumviralis causas in iure positas protulisti, quae tandem 
earum causa fuit, quae ab homine eloquenti iuris imperito non ornatissime potuerit 
dici ? »
82）　Siccama, p. 46. « Centumviali vero iudicio nullum praeiudicium fieri poterat, sed 
omnia integra erant servanda, donec centumviri de hereditate iudicaverint. »
83）　D. 5.3.5.2. « Eorum iudiciorum, quae de hereditatis petitione sunt, ea auctoritas 
est, ut nihil in praeiudicium eius iudicii fieri debeat ». もっとも，D. 5.3.49. « Si bo-
nae fidei possessor hereditatis velit cum debitoribus hereditariis aut qui ［cum his 
qui=vulg.］ res hereditarias occupaverint consistere, audietur, utique si periculum 
erit, ne inter moras actiones intercidant. petitor autem hereditatis citra metum ［im-
pedimentum=vulg.］ exceptionis in rem agere poterit : quid enim si possessor here-
ditatis neglegat ? quid si nihil iuris habere se sciat ? » の utique si periculum に対する
註釈は，アゾーが，未完了過去に注目し，「今日では」反対であるとしていたことを
伝えている。« alias autem non, ne fiat praeiudicium pe. haer. ut supra eo. l. si quis 
libertatem. circa prin. （D. 5 3.7pr.） Sed hodie forte etiam si non pereant, agere po-
test : ut C. eo. fin. （C. 3.31.12） AZO. » 私（民事）裁判でないとの主張のこの論拠が
いかに有力なものであったかは，この箇所に対する Zepernick による異例に長い脚
註 f （p. 47–51）からもうかがえる。
84）　C. 3.31.12pr. « Cum hereditatis petitioni locus fuerat, exceptio adsumebatur, quae 
tuebatur hereditatis petitionem, ne fieret ei praeiudicium. magnitudo etenim et auc-
toritas centumviralis iudicii non patiebatur per alios tramites viam hereditatis peti-
tionis infringi. »
85）　ここでの consilium は，法務官の顧問団とは異なる。また consilium は後に示さ
れるように， 百人官法廷の小法廷を指すこともある。Kaser / Hackl, Das Zivilprozess-
recht, supra not. 9, S. 53.  同じ単語が用いられていることの含意は検討課題である
が，国制上は，ローマ，非ローマを問わず集会一般にも用いられたとの説明もあ
る。Heinrich Sieber, Römisches Verfassungsrecht in geschichtlicher Entwicklung, Lahr 
1952, S. 121. 後註 182 も参照。
86）　Siccama, p. 54. « soli Principi ius fuisse Centumvirorum sententias rescindere, . . . »
87）　Suéton （Henri Ailloud （tr.））, Vies des douze Césars, tome III (Galba / Othon / Vi-
tellius / Vespasien / Titus / Domitien), Paris 1964, p. 85. « VIII. Ius diligenter et 
industrie dixit, plerumque et in Foro pro tribunali extra ordinem ; ambitiosas cen-
tumvirorum sententias rescidit ; reciperatores, ne se perfusoriis assertionibus accom-




88）　Siccama, p. 54. « Ambitiosas vero, quod non ea qua decet libertate, sed favore et 
gratia fierent. »
89）　20 章は，まさに百人官裁判を扱う章であり，« Erant olim dies conventus, quibus 
hastam centumviralem sic videntur coëgisse decemviri, ut ius haberent centumviros 
convocandi. » （p. 84） から始まる。Raevardus, Protribunalium, supra not. 11, p. 224– 
227a. 
90）　Raevardus, Protribunalium, supra not. 11, p. 226. « si formam iudiciorum conside-
res, magis eam ad publicorum quam ad privatorum iudiciorum ordinem intelliges 
inclinare. » （p. 89）シッカマが私裁判でないことの第一の理由に挙げていた，小プ
リニウス 『書簡集』 （6.33） とクインティリアヌス 『弁論家の教育』 （5.10.109–115） を
援用している。
91）　Quintilien, Institution oratoire, tome III, supra not. 49, p. 33, Quintiliano, La for-
mazine dell’oratore, vol. I, supra not. 49, p. 651–652, Quintilianus, Ausbildung des Re-
dners, 1. Teil, supra not. 36, S. 426–427. これら近代校訂版はすべて « 57 . . . in iudiciis, 
maximeque capitalibus aut apud centumviros » であり，異読の注記もない。これに
対して， Cicero （Wilkins （not.））, De oratore, supra not. 81, p. 163, not. 19. は « （3） 
In Quinct. iv. i. 57 the correct reading is undoubtedly . . . there is not the slightest 
authority of any value for reading ut, and it spoils the sense. » とこの問題に言及し
ている。
92）　Quintilien, Institution oratoire, tome III, supra not. 49, p. 33, Quintiliano, La for-
mazine dell’oratore, vol. I, supra not. 49, p. 651–652, Quintilianus, Ausbildung des Re-
dners, 1. Teil, supra not. 36, S. 426–427. « 57 . . . contemnique se, nisi in dicendo 
etiam diligentia appareat, credunt, nec doceri tantum, sed etiam delectari volunt. 58 
Et est difficilis huius rei moderatio ; . . . »
93）　Cicéron, Discours tome I, Pour Q. Roscius le Comédien, supra not. 54, p. 163, Cicé-
ron, Pladoyer pour P. Roscius le Comédien, in : Œuvres complètes, tome VI, supra not. 
54, p. 274–275. « VI . . . 16 . . . Si qua enim sunt privata iudicia summae existimatio-
nis et paene dicam capitis, tria haec sunt, fiduciae, tutelae, societatis. » Vgl. Cicero, 
Rede für den Schauspieler Q. Roscius, supra not. 54, S. 335.
94）　D. 50.16.103. « Licet “capitalis” latine loquentibus omnis causa existimationis 
videatur, tamen appellatio capitalis mortis vel amissionis civitatis intellegenda est. »
95）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 55, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 364–365, Plinius der Jüngere （Helmut Kasten （ed.））, Briefe, Darm-
stadt 1974, S. 250–251. « 7 . . . Verebantur quod videbant multis accidisse, ne ex cen-
tumvirali iudicio capitis rei exirent. »  仏訳は，« de sortir d’un procès devant les 
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centumvirs, sous le coup d’une accusation capitale. »  独訳は，« der Prozeß vor dem 




97）　Siccama, p. 61. « Centumvirale iudicium nec privatum, nec publicum fuisse, sed 
populare, et quodadmodum universi populi Romani consilium, ad privatas contro-
versias disceptandas coactum, cui Praetor solenniter praesidebat. » 訴訟審理十人官
については，信憑性はともかく，史料として D. 1.2.2.29 が挙げられるのに対して，
百人官については，こうした史料がなく，間接的に重要なものとして，Halcanas-
sos, 4.25.2, Festus, s.v. Centumviralis iudicia, Gellius, Noctae atticae, 16.10.8 及び D. 
1.2.29 が挙げられる。Gagliardi, Decemviri e centumviri., supra not. 9, p. 99–100.
98）　Siccama, p. 61. « Quaerendum est enim, quo anno sint instituti, qua lege intro-
ducti, quo auctore, qua ratione, quibus comitiis, an magistratus fuerint, quomodo 
ad conventum coacti, et similia, quae singula hoc capite exponemus. »
99）　Aulu-Gelle （Yvette Julien （tr.））, Les nuits attiques, tome IV, livres XVI-XX, Paris 
2002, p. 21, Aulo Gellio, Notti attiche, vol. II, supra not. 6, p. 1110–1111, Aulus Gelli-
us （John C. Rolfe （tr.））, Attic Nights. III, Books XIV–XX, Cambridge MA, 1999, 
p. 168–169. « Sed enim cum . . . “taliones” furtorumque quaestio “cum lance et licio” 
evanuerint omnisque illa duodecim tabularum antiquitas nisi in legis actionibus 
centumviralium causarum lege Aebutia lata consopita sit, . . . » これを百人官法廷が
十二表法に遡ることの重要な史料と捉える立場からすると，仏訳 « . . . taliones et le 
procès pour vol cum lance et licio ont disparu et que toute cette antiquité des Douze 
Tables, à part les actions de la loi, s’est mise en sommeil, une fois la loi Aebutia sur 
les causes centumvirales votés, . . . »（下線は筆者による）ではなく，伊訳 « . . . talio-
nes, i processi di furto cum lance et licio, sono tutti scomparsi, e la vecchia legge del-
le Dodici Tavole, salvo che nei processi davanti ai centumviri, è stata messa a riposo 
dalla legge Ebuzia, . . . » や英訳 « . . . retaliation and trials for theft by plate and girdle, 
have disappeared, and since all the ancient lore of the Twelve Tables, except for le-
gal questions before the court of centumviri, was put to sleep by the Aebutian law, 
. . . » が適切であろう。
100）　事実，Antonius Augusius, De legibus, et senatusconsultis, in : Opera omnia, vol. I, 
Lucae 1765 （初版は 1583 年）, fol. 25b. には以下の様に述べられている。« A Gellius 
libro sextodecimo scribit, irrisum fuisse iurisconsultum, qui duodecim tabularum 
antiquitatem contemnebat, nisi quid in legis actionibus Centumviralium causarum 
lege AEbutia lata compositum esset. Es his Gellii verbis crederem, Centumviralia 
189
シブランドゥス・シッカマ（1571–1622）と百人官法廷
iudicia hac lege fusse constituta. »
101）　Paulus Manutius, Antequitatum Romanorum liber de legibus, Venetiis 1557, p. 40. 
« Fuit alia Licinia non recens consularis, sed vetus tribunicia, et eiusdem generis Ae-
butia : quibus hoc rogatum, ut potestas nulla, curatione non modo iis qui de aliqua 
curatione, aut potestate tulissent, sed nec eorum collegis, cognatis, affinibus manda-
retur. Est autem illud animadvertendum, duas fuisse diversis de rebus Aebutias 
leges, hanc, de qua mentionem facit Cicero in agraria II, quae cum Licinia idem 
sanxit ; et illam, quae XII tab. correxit, quam Gellius lib. XVI, cap. X nominat. »
102）　Franciscus Hotomanus, De legibus Romanis tam certi quam incerti nominis, Fran-
cofurti 1587, fol. 59a （s.v. Aebutia de Legibus）.
103）　Siccama, p. 62–63. « Etenim eo tempore, quo consentaneum est Centumviros esse 
institutos, Liviana historia temporum iniuria periit, Halicarnasseus eo non perve- 
nit. »
104）　Siccama, p. 63. « Itaque Aebutius is qui legem de Centumviris rogavit （fortean 
Tribunus plebis fuit, nam popularis lex fuit, et procul dubio plebi gratissima） meo 
iudicio populum de eo rogavit, A. V. C. DXIII. Q. Lutatio Cercone, A. Manlio Coss. 
aut paulo post. »
105）　D. 1.2.2.29に対する覚書については，Budaeus, Annotationes, supra not. 53, fol. 55. 
« Lego Centumviri. Centumviralia iudicia a Centumviris sunt dicta. nam cum essent 
Romae XXXV tirbus, quae et curiae sunt dictae, terni ex singulis tribubus sunt electi 
ad iudicandum, qui Centumviri appellati sunt : et licet quinque amplius quam cen-
tum fuerint, tamen quo facilius nominarentur, Centumviri sunt diciti. » ハロアン
ダーについては，Gregor Haloander, Digestorum seu pandectarum libri quinquagin-
ta, tomus I–XIX, Norembergae 1529, Frankfurt / M. 2005, p. 7 を見よ。しかし Zeper-
nick による脚註によれば，フィレンツェ写本の支えのないこの異読を支持する者は
いない。もっとも Gagliardi, Decemviri e centumviri, supra not. 9, p. 4, p. 45, p. 75 も
参照。
106）　Gagliardi, Decemviri e centumviri., supra not. 9, p. 101–112. なお， 近代のローマ法
学者の中で，百人官裁判が王政期に遡るとの想定に比較的早く反対したものとして， 
Paul F. Girard, Manuel élémentaire de droit romain, 8éd., Paris 1929, 2003, p. 1038–
1039, idem, Histoire de l’organisation judiciaire des romains, Paris 1901, p. 23–24 があ
る。本稿の 「はじめに」 で言及したオトマン 『ローマ人の政務官職とその設置につい
て』はその表題から分かるように，各政務官の起源に触れられることが多いが，百
人官については冒頭で政務官ではないことを述べた後，慎重なことに，起源につい
ての言及はない。Franciscus Hotomanus, De magistratibus Romanorum, eorumque 
Institutione, in : Graevius, Thesaurus, supra not. 13, col. 1866–1867.
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107）　Cicéron, Discours, tome IX, Sur la loi agraire, Paris 1960, p. 64–65. « XI . . . 27 
Nunc, Quirites, prima illa comitia tenetis, centuriata et tributa, curiata tantum aus-
piciorum causa remanserunt. Hic autem tribunus plebis quia videbat potestatem 
neminem iniussu populi aut plebis posse habere, curiatis eam comitiis quae vos 
non initis confirmavit, tributa quae vestra erant sustulit. »
108）　Tacite （Henri Bornecque （tr.））, Dialogue des orateurs, Paris 2003, p. 68, Tacito 
（Emanuele Berti （cura））, Diaogo sull’oratoria, Milano 2009, p. 76–77, P. Cornelius 
Tacitus, Dialogus de oratoribus. Das Gespräch über die Redner, München 1979, S. 72–
75. « XXXVIII . . . apud quos quanto maiora negotia olim exerceri solita sint, quod 
maius argumentum est quam quod causae centumvirales, quae nunc primum ob-
tinent locum, adeo splendore aliorum iudiciorum obruebantur, ut neque Ciceronis 
neque Caesaris neque Bruti neque Caelii neque Calvi, non denique ullius magni 
oratoris liber apud centumviros dictus legatur, exceptis orationibus Asinii, quae pro 
heredibus Urbiniae inscribuntur, . . . »
109）　Suéton （Henri Ailloud （tr.））, Vies des douze Césars, tome I (César / Auguste), Paris 
1961, p. 94. « XXXVI. . . . ut centumviralem hastam quam quaesturam functi 
consuerant cogere decemviri cogerent. »
110）　Siccama, p. 69–70. « Nec cogerent modo, verum sortirentur et conscriberent non 
strictim et uno numero, sed etiam maiori, ad CLXXX. post Augusti aetatem scilicet, 
qui in quatuor consilia distribuebantur. »
111）　この書簡については，拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）226–229 頁を見よ。
112）　原文は « quod confirmat Dio LVI. （n. 26. p. 757 Edit. Reimar.） scribens. » とある
が，正しくは先に引用していた 54 巻である。前註 62 を見よ。
113）　Ovide （Jacques André （tr.））, Pontique, Paris 1993, p. 102, Ovide （Arthur L. 
Wheeler （tr.））, Trista. Ex ponte, Cambridge MA 1953, p. 408–409. « . . . utque fui so-
litus, sedissem forsitan unus de centum iudex in tua uerba uiris, . . . » この仏訳の
« comme juge parmi les centumvirs » に対する脚註 1 は，« les collège judiciaire le 
plus cèlébre, dont avait fait partie Ovide （cf. Trist. 2, 93–94）, . . . » とする。オウィ
ディウス（木村健治訳）『悲しみの歌　黒海からの手紙』（京都大学学術出版会）376
頁，61–62 頁参照。
114）　Valère Maxime （Claude Fréminon （tr.））, Faits et paroles mémorables, tome II. 6 à 
9, Peleo, 2006, p. 94. « Militantis cuiusdam pater, cum de morte filii falsum e castris 
nuntium accepisset, aliis heredibus scriptis decessit. peractis deinde stipendiis adu-
lescens domum petiit. errore patris, impudentia alienorum domum sibi clausam 
repperit : quid enim illis inverecundius ? florem iuuentae pro re publica absumpse-
rat, maximos labores ac plurima pericula toleraverat, adverso corpore exceptas 
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ostendebat cicatrices : et postulaba〈n〉t ut avitos eius lares otiosa ipsi urbi onera 
possiderent. itaque depositis armis coactus est in foro togatam ingredi militiam : 
cum inprobissimis enim heredibus de paternis bonis apud centumviros contendit. 
omnibusque non solum consiliis sed etiam sententiis superior discessit. » 拙訳はこ
の仏訳とは異なる理解をしている。もっとも ut 節の possiderent と合わせるために
postulabat を postulabant と読むのは Teubner 版の校訂者 K. Halm 以来のことであ
る。« add. Halm.［=K. Halm a publié les Dacta et dicta dans la collection Teubner 
en 1865, il n’a fait que relire le manuscrit de Bern pour contrôler les lectures de K. 
Kempf, et il a réduit l’apparat critique de celui-ci aux leçons issues de cette révision, 
. . . K. Kempf, Valerii Maximi factorum et dictorum memorabilium libri novuem, Ber-
lin 1854, Hildesheim 1976］. » cf. Valerius Maximus （John Briscoe （ed.））, Facta et 
dicta memorabilia, vol. II, Stutgardiae / Lipsiae 1998, p. 484–485, Valerius Maximus 
（D. R. Shackleton Bailey （tr.））, Memorable doings and sayings, II, books 6–9, Cam-
bridge MA 2000, p. 172–173.
115）　Quintilien （Henri Bornecque （tr.））, Institution oratoire, tome IV, supra not. 36, 
p. 314–315, Quintiliano, La formazine dell’oratore, vol. III, supra not. 34, p. 1996–1997, 
Quintilianus, Ausbildung des Redners, 2. Teil, supra not. 34, S. 728–729. « 6 Certe 
cum in basilica Iulia diceret primo tribunali, quattuor autem iudicia, ut moris est, 
cogerentur atque omnia clamoribus fremerent, et auditum eum et intellectum et, 
quod agentibus ceteris contumeliosissimum fuit, laudatum quoque ex quattuor tri-
bunalibus memini. »
116）　Cicéron （Cahrles Appuhn （tr.））, De la république, Des lois, Paris 1954, p. 342–343. 
« III . . . 6 . . . Magistratus nec oboedientem et noxium civem multa, vinculis, verbe-
ribusve coherceto, ni par maiorve potestas, populusve prohibessit, ad quos provo-
catio esto. Cum magistratus iudicassit inrogassitve, per populum multae, poenae 
certatio esto. »
117）　Siccama, p. 72. « Certe si a Decemviris sint conscripti, a Decemviris coacti, nec 
ipsi, sed Praetor eorum sententias exequebatur, certe magistratus non fuerunt. »
118）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 78. Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 402–403. « 1 Descenderam in basilicam Iuliam, auditurus quibus 
proxima comperendinatione respondere debebam. 2 Sedebant iudices, decemviri 
venerant, obversabantur advocati, silentium longum ; tandem a praetore nuntius. »
119）　前註 62のラテン語訳は， « Et hi XX. viri facti fuerunt ex illis XXVI.［viris］, in 
quibus erant Tresviri rerum capitalium, et alii tres signandae pecuniae negotium 
gerentes, quatuor viarum urbanarum curatores, et decem ad iudicium centumvirale 
delecti. Duo enim ［ii,］ qui vias extra urbem curabant, et quatuor, qui in Campaniam 
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mittebantur, iam erant abrogati ［erant］. » である。二十人官，三人官，訴訟審理十
人官など下級政務官についての今日の簡明な説明は Antonio Guarino, Storia del di-
ritto romano, Napoli 1998, ［111］ p. 242 を参照。
120）　Siccama, p. 78. « ut XXviri （magistratus hoc nomen est） ex equitibus constitueren-
tur, quorum deinde nullus in Senatum est allectus, nisi quem etiam alium magistra-
tum, cuius ratione Senator posset fieri gessisset. » 前註 62のラテン語訳は， « ut viginti 
qui vocabantur viri ex equitibus constituerentur : quorum deinde nullum in sena-
tum est allectus. » であり，ここでシッカマが利用しているラテン語訳に対応するの
は，むしろ，DÇwn K¤ssioV, Rwmaikº IstorÇa, Cassius Dio （Robertus Stephanus, 
Guilielmus Xylandrus （interp.）, Romanarum Hisotriarum libri XXV, Paris 1591, 
supra not. 62, fol. 618 である。cf. Cassius Dio, Roman History, vol. 6, supra not. 62, 
p. 350–351, Cassio Dio, Römische Geschichte, Bd. 4, supra not. 62, S. 179.
121）　Siccama, p. 79. « quibusque in Senatu sententiam dicere licet : ut latissime MANU-
TIUS Libro singulari de Senatu cap. 1. » Paulus Manutius, De senatu Romano, in : 
Graevius, Thesaurus antiquitatum Romanarum, tomus I, Traiect. ad Rhen., Lugd. 
Batav. 1694, fol. col. 13, col. 905. ここではフェストゥスの s.v. senatores が引用され
ている。Sextus Pompeius Festus （W. M. Lindsay）, De verborum significatu quae su-
persunt cm Pavli epitome, Leipzig 1913, Hildeheim 1965, p. 454, M. A. Savagner （tr.）, 
De la signification des mots, Paris 1846, p. 604.  元老院のこの問題はしばしば論じら
れる重要な問題であるが，差し当たり Theodor Mommsen, Römisches Staatsrecht, 
Bd. III, Leipzig 1888, Graz 1953, S. 858–859 参照。« derjenigen, quibus in senatu 
sententiam dicere licet, der vorschlagsberechtigten Anwärter, wie wir sie nennen wol-
len. Die letzten, welche im strengen Sinn den Senatoren nicht zugezählt werden, 
stehen denselben sowohl in den politischen wie auch in den Ehrenrechten völlig 
gleich und müssen bei der Aufstellung der nächsten Liste von den Censoren ebenso 
berücksichtigt werden, wie diejenigen, welche bereits auf die frühere Liste gebracht 
sind. »
122）　Schultingius, Iurisprudentia, supra not. 74, p. 566–567, Baviera （ed.）, FIRA II, su-
pra not. 74, p. 263–264. « 13a In consilio autem adhibentur Romae quinque senato-
res et quinque equites Romani, in pro vinciia vigninti reciperatores cives Romani. »
末松謙澄（訳）『訂正増補　ウルピアーヌス羅馬法範再版』（帝國學士院）12–13 頁
参照。
123）　末松（訳）『ウルピアーヌス』（前註 122）420 頁。刑執行係 3人，鋳造貨係 3人，
道路係 4名，百人官法廷裁判係 10 名の総称。財務官になるには必ず務めなければな
らない。
124）　Tacite （Henri Goelzer （tr.））, Annales, tome I, livres I–III, Paris 1923, p. 137. 
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« XXIX . . . Per idem tempus Neronem e liberis Germanici iam ingressum iuventam 
commendavit patribus, utque munere capessendi vigintiviratus solveretur et quin-
quennio maturius quam per leges quaesturam peteret non sine inrisu audientium 
postulavit. »
125）　脚註（p. 80）には，「この碑文から，十人官職は財務官職の後に続くと想定するシ
ゴニオに反して」« E quo momunento contra SIGONIUM, Xviratum Quaesturam 
excepisse, statuentem » とある。また litibus iudicandis は，かつては stilibus iudican-
di と呼ばれていたことについて，後註 129 及び対応する本文を参照。
126）　Iustus Lipsius, Commentarius ad annales Cor. Taciti, Ludguni Batavorum, 1589, 
p. 66. « Sed quaenam illa ? Opinor Augusti et deinceps avo, fuisse annum vigesimum 
quintum. Certe non intra. argumento Quinctiliani verborum lib. XII. . . . Quod vero 
diserte finierim vigesimum quintum : inducit me Dio lib. LII. Qui ex decreto Mace-
natis （quod secutus haud subie Caesar, aut ut melius discam, accomodata a Dione 
tota oratio illa ad formam reip. Augustae） Senatoriae aetati definit annum XXV. 
Quaestura autem primus gradus in Senatum : illa ergo etiam Quaestoria aetas. Col-
ligas et non obscure idem ex l. 11. De minoribus. » このようにリプシウスもディオ
との齟齬を指摘している。
127）　Siccama, p. 80. « solui Neronem legibus petierit Tiberius, ne XXviratum caperet, 
sed quaesturam quinquennio maturius quam liceret, existimo sane XXviratus ca-
piendi annum fuisse legitimum XX. »
128）　実際には，マルキウスとコルネリウスが執政官の年はローマ暦 466（前 288）年で
ある。
129）　Festus, De verborum significatu, supra not. 121, p. 410–411, Savagner, De la signifi-
cation des mots, supra not. 121, p. 561.
130）　Cicéron （Albert Yon （tr.））, L’orateur du meilleurs genre d’orateurs, Paris 1964, p. 57. 
« duorum virorum iudicium aut trium virorum capitalium aut decem virorum stli-
tibus iudicandis dico numquam. », M. T. Cicéron （Jos.–Vict. Le Clerc （tr.））, L’Ora-
teur, in : Œuvres complètes, tome V, Paris 1826, p. 134–137.
131）　もっとも 37.26 には，シッカマが挙げる表現は見いだせない。利用した刊本でイ
タリック体になっている彼の引用は，文言に忠実ではなく，この箇所の Zepernick
による欄外註でもこのことが指摘されている。Siccama, p. 89. « e） Mentem potius, 
quam verba DIONIS retulit Siccama. » cf. DÇwn K¤ssioV, Rwmaikº IstorÇa （Her-
manus S. Reimarus）, Cassius Dio, Historia Romana, vol. I, supra not. 62, Hamburgi 
1750, fol. 128, Cassius Dio （Earnest Cary （tr.））, Roman History, vol. III, supra 
not. 62, p. 158–159, Cassio Dio （Otto Veh （übers.））, Römische Geschichte, Bd. 2 
(Bücher 36–43), 2. Aufl., Berlin 2012, S. 74–75.  前註 62 参照。
194
132）　Valère Maxime, Faits et paroles mémorables, tome II, supra not. 114, p. 116–117. 
« Contra P. Atinii seruus Alexander, cum in ［hanc］ suspicionem C. Flauii equitis 
Romani occisi uenisset, . . . a iudicibus damnatus et a L. Calpurnio triumviro in 
crucem actus est. » cf. Valerius Maximus, Memorable doings and sayings, II, supra 
not. 114, p. 212–215.
133）　原田慶吉「法学提要希臘語義解 第一巻 邦訳（三）」法学協会雑誌 51 巻 3 号 168–
169 頁。A. F. Murison （tr.）, J. H. A. Lokin et al. （ed.）, Theohili Antecessoris Parap-
grasis Institutionum, Gronigen 2010, p. 48–49.
134）　Cicéron, Discours, tome III, Seconde action contre Verrès. livre II : La préteur de Si-
cile, Paris 1960, p. 87.「あなたが顧問団を追い払った後，つまり，サケルドースのも
とで顧問団の中にあり，あなたのために顧問団であるのを常とした第一級の人士た
ちを遠ざけた上で，既判事件について判決を下したことを……」。« XXXIII . . . 81 
. . . te consilio tuo dimisso, viris primariis qui in consilio C. Sacerdoti fuerant tibi-
que esse solebant remotis, de re iudicata iudicavisse ? »
135）　Siccama, p. 90. « Decemviros litibus iudicandis, cum magistratus fuerint, etiam 
propria quasi iurisdictione iudicasse, certo mihi persuadeo. » 民事裁判における顧問
団について，例えば，vgl. Theodor Mommsen, Römisches Staatsrecht, Bd. I, Leipzig 
1887, Graz 1969, S. 314, 非訟事件における顧問団の役割を区別するものとして Wolf-
gang Kunkel / Roland Wittmann, Staatsordnung und Staatspraxis der römischen Re-
publik, München 1995, S. 136–137 を参照。
136）　Cicéron, Discours, tome VI, Pour A. Cécina, Paris 1961, p. 134–135, Giorgio Ma-
selli, La Pro Caecina di Cicerone. Questioni private e opportunità d’immagine, Fassano 
2006, p. 153–154. « XXXIII . . . 97 . . . Cum Arretinae mulieris libertatem defenderem 
et Cotta xviris religionem iniecisset non posse nostrum sacramentum iustum iudi-
cari, quod Arretinis adempta civitas esset, et ego vehementius contendissem civita-
tem adimi non posse, xviri prima actione non iudicaverunt ; » Vgl. Cicero （Manfred 
Fuhrmann （übers.））, Für Caecina, in : Sämtliche Reden, Bd. 1, 4. Aufl., Berlin 2013, 
S. 317.
137）　Cicéron （Pierre Wuilleumier （tr.））, Discours, tome XIII, Sur sa maison, Paris 
1952, p. 133. « XXIX . . . 78 Quin etiam si decemviri sacramentum in libertatem 
iniustum iudicassent, tamen, quotienscumque vellet quis, hoc in genere solo rem 
iudicatam referri posse voluerunt ; . . . »
138）　Siccama, p. 92. « Nemo hactenus fuit ex ordine antiquario, qui hunc nondum 
secuit. »
139）　Sigonius, De iudiciis, supra not. 13, col. 740–741. « Hi vero Centumviros non so-
lum sortiti sunt, sed etiam coegerunt, atque eis praefuerunt, et litigatores citarunt, 
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et omnino hasta posita totum iudicium pro suo arbitorio moderati sunt, non in 
foro, sed in basilicis, id est, in aulis, quae eius officii caussa constructae erant, qua-
rum illustres fuere Porcia, et Iulia. »
140）　Siccama, p. 97. « lite ordinata, et actione subscripta, Praetor urbanus Decemviro-
rum magistro （erat enim magister Decemvirorum inter eos primae auctoritatis, 
quod ex hac veteri inscriptione manifectum est. c. FABIUS RUMINALIS. MAG. 
XVIRUM.） diem denunciabat, quo Centumvirale iudicium esset exercendum, ille 
collegas convocabat, hastas promebat. »  拙稿「カルロ・シゴニオ『民事裁判』」（前
註 10）70–71 頁参照。
141）　Siccama, p. 97. « Considente Praetore cum Centumviris, illi singulis tribunalibus 
adsidebant, capita conferre iubebant, suffragia colligebant, testes cum iudicibus au-
diebant, omnia denique peragebant, quae in iudicio Centumvirali erant peragenda, 
Centumviris oratoribus aures praebentibus. »
142）　実際には 245（前 509）年である。
143）　Plutarque （Emile Chambry / Robert Flacelière / Marcel Juneaux （tr.））, Vies, tome 
II, Solon – Publicola – Thémistocle – Camille, Paris 1968, p. 71, Plutarcos, Vitae, Ve-
netiis 1516, fol. 251r. Plutarchos, Vitae, graece et latine, vol. I, Parisiis 1857, fol. 123. 
« XII. . . . tameÎnon m±n ¦p²âdeÎxe tân tÜ Krnou naân, õ m²cri nÜn crímenoi 
diateloÜsi. tamÇaV d± tô d¼w dÔo tôn n²wn ¸dwken ¦podeÎtxai, . . . » « XII. . . . 
noluitque omnino pecunias publicas in privati domum deferri : itaque Saturni tem-
plum aerarium fecit, quo etiam nunc utuntur, duosque iuvenes quaestores creare 
populum iussit. . . . » プルターク（河野訳）『英雄伝（二）』（岩波文庫） （プーブリコ
ラ） （12） 63 頁参照。
144）　Siccama, p. 98–99. « ZONARAS （Annal.） Tom. II. Poplicola pecuniae tractationem 
alii mandavit, ne Consulum per eam potestas augeretur, tum primum quaestoribus 
designatis. »
145）　Titus Livius （W. Weissenborn / H. J. Müller （bear.））, Ab urbe condita, Bd. 2, Buch 
III–V, Berlin 1962, 7. Aufl., p. 89–90 （Fn. 4 も見よ）,  Tite-Live （Gaston Baillet （tr.））, 
Histoire romaine, Paris 1954, p. 69, T. Livius （Hans Jürgen Hillen （hrsg.））, Römische 
Geschichte, Buch IV–VI, Darmstadt 1991, S. 104–105, Livy （B. O. Foster （tr.））, From 
the Founding of the City, vol. II, Books III and IV, Cambridge MA 1984, p. 394–395. 
« XLIII. . . . 3 . . . sic in Urbe ex tranquillo nec opinata moles discordiarum inter ple-
bem ac patres exorta est, coepta ab duplicando quaestorum numero. 4 Quam rem, 
praeter duos urbanos ut crearentur alii quaestores duo qui consulibus ad ministeria 
belli praesto essent, a consulibus relatam cum et patres summa ope adprobassent, 
tribuni plebi certamen intulerunt ut pars quaestorum – nam ad id tempus patricii 
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creati erant – ex plebe fieret. 5 Adversus quam actionem primo et consules et patres 
summa ope adnisi sunt ; concedendo deinde ut, quemadmodum in tribunis consu-
lari potestate creandis, adaeque in quaestoribus liberum esset arbitrium populi, cum 
parum proficerent, . . . » リウィウス （岩谷智訳） 『ローマ建国以来の歴史 2』 （京都大
学学術出版会）240 頁参照。
146）　Tacite （Henri Goelzer （tr.））, Annales, tome II (livre IV–XII), Paris 1924, p. 295. 
« XXII . . . post lege Sullae viginti creati supplendo senatui, cui iudicia tradiderat. Et 
quamquam equites iudicia reciperavisset, quaestura tamen ex dignitate candidato-
rum aut facilitate tribuentium gratuito concedebatur, . . . »
147）　Cassius Dio, DÇwn K¤ssioV, Rwmaikº IstorÇa （Hermanus S. Reimarus）. Histo-
ria Romana, vol. I, supra not. 62, fol. 347. « Numerus autem magistratuum in reliquis 
idem, qui ante observabatur, sed Praetores XIV, quaestores XL. facti sunt. » cf. Cas-
sius Dio （Earnest Cary （tr.））, Roman History, vol. IV, Cambridge MA 1954, p. 194–
295. Cassio Dio （Otto Veh （übers.））, Römische Geschichte, Bd. 2 (Bücher 36–43), 2. 
Aufl., Berlin 2012, S. 395.
148）　Varro （Roland G. Kent （tr.））, On the Latin Language, I, books V–VII, Cambridge 
MA 1951, p. 78–79. « XIV . . . 81. . . . Quaestores a quaerendo, qui conquirerent pu-
blicas pecunias et maleficia, quae triumviri capitales nunc conquirunt; ab his postea 
qui quaestionum iudicia exercent quaesitores dicti. »
149）　前註 107 参照。
150）　Cicéron （Jean Beaujeu （tr.））,  Correspondance. Tome IX :  Lettre DCCVII–DCCCIII 
(sept. 45 – août 44 avant J.-C.), Paris 2002, p. 230, Cicero （W. Glynn Williams （tr.））, 
The Letters to his Friends II, Cambridge 1952, p. 86–87. « XXX . . . In campo certe non 
fuisti, cum hora secunda comitiis quaestoriis institutis sella Q. Maximi, quem illi 
consulem esse dicebant, posita est, quo mortuo nuntiato sella ablata est, ille autem, 
qui comitiis tributis esset auspicatus, centuriata habuit, . . . »（下線は筆者による）
151）　Siccama, p. 99–100. « Ex his duo tantum in urbe manebant aerario praefecti, qui 
eius pecunias acceptas et expensas in tabulas referebant, et quaestores urbani dice-
bantur. Ceteri omnes provinciales erant dicti a provinciis, in qua mitti solebant . . . »
152）　Tacite, Annales, tome II, supra not. 146, p. 295. « XXII . . . Sed quaestores regibus 
etiam tum imperantibus instituti sunt, quod lex curiata ostendit ab L. Bruto repeti-
ta. Mansitque consulibus potestas deligendi, donec cum quoque honorem populus 
mandaret. creatique primum Valerius Potitus et Aemilius Mamercus sexagesimo 
tertio anno post Tarquinios exactos, . . . »
153）　Siccama, p. 102. « Non est autem dubium, quin ante tributa comitia curiatis co-
mitiis crearentur, eodem modo quo tribuni aedilesque plebis, ante legem Publi liam. »
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154）　Suéton （Henri Ailloud （tr.））, Vies des douze Césars, tome I, supra not. 109, p. 5. 
« VII Quaestori ulterior Hispania obvenit ; ubi cum mandatu praetoris iure dicundo 
conventus circumiret. »
155）　前註 109 を見よ。
156）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 78, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 404–405. « 5 Hoc facto Nepotis commotus praetor qui centumvira-
libus praesidet, deliberaturus an sequeretur exemplum, inopinatum nobis otium 
dedit. »  後者の伊訳の月 （supra not. 67, p. 404, n. 4） は « sembra trattarsi del senato-
consulto claudiano ; si è già ricordato che la lex Cincia da donis et muneribus, del 
204 a. C-. aveva vietato compensi o doni agli avvocati. Ma, come si è detto （note a 
V 4）, la legge fu sempre tranquillamente elusa. » と解説する。
157）　Valère Maxime, Faits et paroles, tome II, supra not. 114, p. 96–97. « 5. Egregia C. 
quoque Calpurni Pisonis praetoris urbis constitutio : cum enim ad eum Terentius 
ex octo filiis, quos in adulescentiam perduxerat, ab uno in adoptionem dato exhere-
datum se querellam detulisset, bonorum adulescentis possessionem ei dedit herede-
sque lege agere passus non est. . . . 7 Multo Q. Metellus praetorem urbanum seue-
riorem egit quam Orestes gesserat. qui Vecilio lenoni, bonorum Vibieni 
possessionem secundum tabulas testamenti < petenti >, non dedit, » cf. Valerius 
Maximus, Memorable doings and sayings, II, supra not. 114, p. 176–179.
158）　Titus Livius （W. Weissenborn / H. J. Müller （bear.））, Ab urbe condita, Bd. 4, 
Buch XXI–XXIII, 10. Aufl., Berlin 1962, p. 82, T. Livius （Josef Feix （hrsg.））, Rö-
mische Geschichte, Buch XXI–XXIII, München 1974, S. 224–225, Livy （B. O. Foster 
（tr.））, From the Founding of the City, V, Book XXI,–XXII, Cambridge MA 1982, 
p. 318–319. « Philo Romae iuri dicundo urbana sors, Pomponio inter ciues Roma-
nos et peregrinos euenit ; » リウィウス（安井萌訳）『ローマ建国以来の歴史 5』（京
都大学学術出版会）176–177 頁参照。
159）　Varro, On the Latin Language, I, supra not. 148, p. 200–203. « IV . . . 29 . . . dies fa-
sti, per quos praetoribus omnia verba sine piaculo licet fari, . . . 30 Contrarii horum 
vocantur dies nefasti, per quos dies nefas fari praetorem DO, DICO. ADDICO ; ita-
que non potest agi : necesse est aliquo eorum uti verbo, cum lege quid peragitur. »
160）　Siccama, p. 106–107. « DABAT bonorum possessiones, vindicias, actiones, iudices, 
et iudicia. . . . DICEBAT, cum aliquem liberum esse decerneret, cum interdiceret, 
aliisque in similibus causis. . . . ADDICEBAT, in iure cessione, emancipatione, 
adoptione, aliisque legum actionibus. »
161）　Raevardus, Protribunalium, supra not. 11, p. 87. « in praesidendo, illud etiam ob-
servasse visum est praetor, ut medius sederet inter iudicum consilia quattuor. Sic, 
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ni fallor, ut a dextra parte duo posita essent diversa tribunalia, et totidem a parte si-
nisitra. »
162）　Quintilien, Institution oratoire, tome IV, supra not. 36, p. 105, Quintiliano, La for-
mazine dell’oratore, vol. II, supra not. 36, p. 768–769, Quintilianus, Ausbildung des 
Redners, 1. Teil, supra not. 36, S. 516–517. « 1 . . . partibus centumviralium quae in 
duas hastas divisae sunt. » 
163）　Siccama, p. 107. « Quod ita interpretor, si pars una Centumviralium （id est, duo 
consilia） contra testamentum, pars altera, （id est, alia duo consilia） secundum te-
stamentum pronunciaverint, . . . »
164）　Siccama, p. 108. « Plerumque tamen iuvenes, qui eloquentiae et iuri civili operam 
dabant, causarum patrocinium apud Centumviros auspicabantur. »
165）　Pline le Jeune （Anne-Marie Guillemin （tr.））, Lettres, tome I, (livres I=III), Paris 
1969, p. 78, Plinio il Giovane, Epistolario, supra not. 67, p. 322–323. « 2 . . . ceteri au-
daces atque etiam magna ex parte adulescentuli obscuri ad declamandum huc tran-
sierunt, tam irreverenter et temere, ut mihi Atilius noster expresse dixisse videatur, 
sic in foro pueros a centumviralibus causis auspicari, ut ab Homero in scholis. Nam 
hic quoque ut illic primum coepit esse quod maximum est. »
166）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 129, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 494–495. « 2 Peto atque etiam paciscor ut simul agat Cremutius 
Ruso. Solitum hoc mihi et iam in pluribus claris adulescentibus factitatum ; nam 
mire concupisco bonos iuvenes ostendere foro, assignare famae. »
167）　Quintilien, Institution oratoire, vol. VI, supra not. 34, p. 202, Quintiliano, La for-
mazione dell’oratore, vol. III, supra not. 34, p. 1682–1683, Quintilianus, Ausbildung 
des Redners, 2. Teil, supra not. 34, S. 578–579.
168）　Pline le Jeune, Lettres, tome I, supra not. 165, p. 80, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 172–173. « 9 . . . Narrabat ille : ‘Assectabar Domitium Afrum. 10 
Cum apud centumviros diceret graviter et lente （hoc enim illi actionis genus erat）, 
audit ex proximo immodicum insolitumque clamorem. Admiratus reticuit ; ubi si-
lentium factum est, repetit quod abruperat. »
169）　Pline le Jeune, Lettres, tome I, supra not. 165, p. 36, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 96–99. « 3 . . . eram in quadruplici iudicio, eram contra potentissi-
mos civitatis atque etiam Caesaris amicos, . . . » Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra 
not. 67, p. 43–44, Plinio il Giovane, Epistolario, supra not. 67, p. 346–349. « 1 Proxi-
me cum apud centumviros in quadruplici iudicio dixissem, subiit recordatio egisse 




171）　Tacite, De dialogue des orateurs, supra not. 108, p. 68, Tacito, Dialogo sull’oratoria, 
supra not. 108, p. 76–77, Tacitus, Dialogus de oratoribus, supra not. 108, S. 72–75. 
« XXXVIII. . . . Quae etsi nunc aptior est ueritati, eloquentiam tamen illud forum 
magis exercebat, in quo nemo intra paucissimas horas perorare cogebatur et liberae 
comperendinationes erant et modum in dicendo sibi quisque sumebat et numerus 
neque dierum neque patronorum finiebatur. Primus haec tertio consulatu Cn. 
Pompeius adstrinxit imposuitque veluti frenos eloquentiae, ita tamen ut omnia in 
foro, omnia legibus, omnia apud praetores gererentur ; apud quos quanto maiora 
negotia olim exerceri solita sint, quod maius argumentum est quam quod causae 
centumvirales, quae nunc primum obtinent locum, adeo splendore aliorum iudicio-
rum obruebantur, ut neque Ciceronis neque Caesaris neque Bruti neque Caelii 
neque Calui, non denique ullius magni oratoris liber apud centumviros dictus lega-
tur, exceptis orationibus Asinii, quae pro heredibus Urbiniae inscribuntur, . . . »
172）　Pline le Jeune, Lettres, tome I, supra not. 165, p. 71. Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 156–157. « 14. . . . Dixi horis paene quinque; nam duodecim clepsy-
dris, quas spatiosissimas acceperam, sunt additae quattuor. »
173）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 98–99. Plinio il Giovane, Epistola-
rio, supra not. 67, p. 440–441. « 3 Iam illa perquam iucunda una dicentibus, quod li-
bera tempora petebat, quod audituros corrogabat. Quid enim iucundius quam sub 
alterius invidia quam diu velis et in alieno auditorio quasi deprehensum commode 
dicere ? . . . 5 . . . Nam, postquam obiit illa increbruit passim et invaluit consuetudo 
binas vel singulas clepsydras, interdum etiam dimidias et dandi et petendi. Nam et 




« ad dicendi spatium vasculo quoidam in vicem coli graciliter fistulato ac per hoc 
guttatim defluo infusa aqua » も指示される。「黄金の驢馬」 （呉茂一訳） 『ローマ文学
集』 （筑摩書房） 29 頁。小プリニウス『書簡集』 （6.33） が関与した百人官法廷におけ
るアッティア・ウァリオーラの有名な事件も当然のことながら触れられるが，この事
件についての内容は割愛する。拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）223–300 頁を見よ。
175）　Quintilien, Institution oratoire, tom. VI, supra not. 34, p. 314–315, Quintiliano, La 
formazione dell’oratore, vol. III, supra not. 34, p. 1996–1997, Quintilianus, Ausbildung 
des Redners, 2. Teil, supra not. 34, S. 728–729. « 5 . . . Habuit oratores aetas nostra co-
piosiores, sed cum diceret eminere inter aequalis Trachalus videbatur : . . . 6 Certe 
cum in basilica Iulia diceret primo tribunali, quattuor autem iudicia, ut moris est, 
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cogerentur atque omnia clamoribus fremerent, et auditum eum et intellectum et, 
quod agentibus ceteris contumeliosissimum fuit, laudatum quoque ex quattuor tri-
bunalibus memini. »
176）　Pline le Jeune, Lettres, tome I, supra not. 165, p. 78–79. Plinio il Giovane, Epistola-
rio, supra not. 67, p. 170–171. « 4 Nunc refractis pudoris et reverentiae claustris om-
nia patent omnibus, nec inducuntur sed irrumpunt. Sequuntur auditores actoribus 
similes, conducti et redempti ; manceps convenitur ; in media basilica tam palam 
sportulae quam in triclinio dantur ; ex iudicio in iudicium pari mercede transitur. »
177）　Tertullien （Jean–Claude Fredouille （tr.））, Contre les Valentiniens, tome I, Paris 
1980, Sources chrétiennes, p. 96. « In isclis Karthaginiensibus fuit quidam rigidissi-
mus rhetor latinus, Phosphorus nomine : . . . Et scholastici statim familiae Phosphori 
joÜ adclamant. »
178）　Siccama, p. 114. « Aderat etiam in iudiciis Centumviralibus quidam mesãcoroV 
dictus, qui in superiore loco supra ceteros enimens, ubi occasio acclamandi, et lau-
dandi advenerat ceteris, qui propter frequentiam populi audire non poterant, sig-
num dabat, acclamandi tempus esse. »
179）　Pline le Jeune, Lettres, tome I, supra not. 165, p. 79. Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 170–171. « 6 . . . Tanti constat ut sis disertissimus, hoc pretio quam-
libet numerosa subsellia implentur, hoc ingens corona colligitur, hoc infiniti clamo-
res commoventur, cum mesochorus dedit signum »
180）　Siccama, p. 115. « ut probarem, Centumvirale iudicium non esse publicum, nec 
privatum, sed celeberrimum quodadmodo totius populi Romani consilium, 
explicaremque, quae personae ad iudicium hoc magnificum constituendum 
requirebantur. »
181）　Siccama, p. 116. « Postulare est desiderium suum, vel amici sui in iure apud eum qui 
iurisdictioni praeest, exponere, vel alterius desiderio contradicere. »
182）　同じく consilium と表現されるが，百人官裁判の小法廷ではなく，法務官の，そ
してここでのように審判人の顧問団については，例えば，Kaser / Hackl, Das Zivil-
prozessrecht, supra not. 9, S. 183, S. 197, S. 358, 607, Rein, Das Privatrecht, supra 
not. 3, S. 862–863 及び前註 85 参照。
183）　Wolfgeng Kunkel, Herkunft und soziale Stellung der römischen Juristen, S. 21, Jo-
hannes Platchek, Studien zu Ciceros Rede für P. Quinctius, München, 2005.
184）　Cicéron （H. de la Ville de Mirmont （tr.））, Pour P. Quinctius, Discour, tome I, Pa-
ris 1973, p. 23, M. T. Cicéron （Jos.-Vict. Le Clerc （tr.））, Pladoyer pour P. Quintius, 
in : Œuvres complètes, tome VI, 2éd., Paris 1826, p. 26–27. « VI . . . 25 . . . Postulat a 
Burrieno praetore Naevius, ut ex edicto bona possidere liceat ; . . . » Vgl. Cicero, Für 
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Quinctius, in : Sämtliche Reden, Bd. 1, supra not. 136, S. 67.
185）　Cicéron, Pour P. Quinctius, Discours, tome I, supra not. 184, p. 33, Cicéron, Pla-
doyer pour P. Quintius, supra not. 184, p. 48–49. « 48 . . . XV . . . Ilicone ad praetorem 
ire convenit ? continuone verum fuit postulare ut ex edicto bona possidere liceret ? » 
Vgl. Cicero, Für Quinctius, supra not. 184, S. 78.
186）　Kaser / Hackl, Das Zivilprozessrecht, supra not. 9, S. 191. Rein, Das Privatrecht, su-
pra not. 3, S. 584. この箇所に対する Zepernick による脚註は，ラエヴァルドによる
三つの行為（consilium exercere, praebere, conventum indicere）の区別を詳細に検
討する。
187）　Siccama, p. 127. « Siquidem Iurisperiti omnes, atque illi qui causas agebant, ad ae-
dem Apollinis frequentes erant, non illam, quae extra portam Carmentalem, de qua 
saepe LIVIUS, sed quam Augustus exstruxit ad Palatium, in qua et bibliothecam iu-
ris dedicavit, . . . »
188）　Horace, Satires, supra not. 63, p. 110–11.『ホラティウス全集』（前註 63）101 頁。
189）　Siccama, p. 128. « In Centumviri quoque priori quidem saeculo in foro, postea 
vero in basilicis conveniebant. » 前註 115 参照。
190）　前註 118 参照。
191）　Siccama, p. 129. « Erant autem basilicae aedificia templis similia, ambulationibus 
amplissimis instructa, ad quas multi tota urbe, alii causas agendi, alii ICtos consul-
tandi, alii aliud agendi causa, confluebant. Non enim soli Centumviri in iis conve-
niebant, sed alias diversae causarum cognitiones peragebantur, immo et tribuni ple-




れた柱を取り除くようにとの裁定を下した」« Erat basilica quaedam Porcia, quam 
magnus Cato in censura condiderat ; eius basilicae tribuni plebis, quoniam in illa ius 
dicere consueverant, columnam, quae sellas eorum impedire videbatur, decreverant 
tollerare. »  以上のシッカマの引用は，Jadocus van Asche Badius （Jadocus Badius 
Ascensius, Josse Bade 1461/62–1535）による Plutarcos, Vitae, Venetiis 1516, fol. 251r.
のラテン語訳に対応する。ちなみに Didot 対訳版 Plutarchius, Vitae. Graece et La-
tione, vol. II, Cato Minor, Parisiis 1862, fol. 908 での原文は « V. H d± kaloum²nº 
PorkÇa basilkº timetikân Ån ¦n¤qhma toÜ palaioÜ K¤twnoV. EÉwqãteV oÞn 
´keÎ crhmatÇzein oÈ d¼marcoi kaÆ kÇonoV toÎV dÇjroiV ´mpodìn eÐai dokoÜntoV 
¸gnwsan ÖjeleÎn a×tân ¿ etastÃsai. » であり « V. Porciam Basilicam Cato maior 
in censura dedicaverat. Ibi quum solerent tribuni plebis ius dicere et videretur co-
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lumna quaedam seliis ipsorum obstare, statuerunt auferre eam vel aovere alio. » と
訳されている。こうした記述は，Samuel Pitiscus, Lexicon antiquitatum Romanarum, 
tomus I, Leovardiae 1713, s.v. basilica, fol. 266a などに反映されてゆくことになるが， 
シッカマにあっては，プルタルコスの大カトーの箇所のみが利用されている。cf. 
Plutarque （Robert Flacelière / Emile Chambry （tr.））, Vies, tome X, Phocion – Caton 
Le Jeune, Paris 1976, p. 74.
193）　Siccama, p. 129. « Unde quidem, quod principes ad eas olim iuris dicendi causa 
venerent, basilicas dictas esse existimant, ¦pâ toÜ basil²wVŠ quo nomine Graeci, et 
regem, et iudicem intelligunt. »
194）　Siccama, p. 130. « contra omnes Interpretes, BUDAEUS, et post eum clarissimus, 
doctissimus, et non modo graecae linguae, sed omnis politioris literaturae, historia-
rum et antiquitatum vere peritissimus D. Iannes FUNGERUS Iurium et Medicinae 
Doctor, Scholae Leouerdianae Rector vigilantissimus, cui ego, propter fidelissimam 
institutionem （nam integro sepetennio ipso Praeceptore Bolsverdiae et Leoverdiae 
simul usus sum） immortales gratias debeo, pro regibus, iudices interpretatus est, . . . »
195）　Siccama, p. 131. « In basilicis vero . . . Centumviri conveniebant, tum quod ad fo-
rum essent positae, ubi semper maximus concursus populi Romani et negotiantium 
fuit, tum etiam quod extrinsecus, licet essent spatiosissimae, patulae porticus erant 
extructae, cum transversa ambulatione, quam causidicam vocabant, quod causarum 
actores et advocati cum suis clientibus ibi commode et frequenter ambularent, et 
versarentur. Ita Centumviri cum statis temporibus a Decemviris sortiti in basilicam 
convenissent, hasta, futuri Centumviralis iudicii signum, pro tribunalibus poneba-
tur, de qua ut nunc breviter dicamus, . . . »
196）　Ovid （James G. Frazer （tr.））, Fasti, Cambridge MA 1951, p. 334–335. « hinc solet 
hasta manu belli praenuntia mitti, in regem et gentes cum placet arma capi. »
197）　Siccama, p. 133–134. « Fecialis erat, quam pater patratus bellum nomine populi 
Romani genti alicui indicturus, post solennes precationes factas in eorum regionem 
proiiciebat, . . . Posteris temporibus, cum propter imperii maginitudinem pater pa-
tratus mitti ad fines hostium non posset, Consul qui imperator belli futurus erat, ex 
columna ad aedem Bellonae, prope portam Carmentalem, hastam mittebat, eam 
partem versus, in quam ituri erant. »
198）　Fenestella, De magistratibus sacerdotiisque Romanorum, Lutetiae 1549, cap. IX, 17–






の役割が説明されている。« Foecialis hastam ferratam ferratam, praeustam, aut san-
guineam ad fines eorum quibus bellum indicit, defert. » cf. Fenestella, Paulys Rea-
lencyclopädie der classischen Altertumswissenschaft, Band VI, 2, Stuttgart 1909, 
Sp. 2179. 
199）　Barnaba Brissonius, De formulis et solennibus populi Romani, Halae et Lipsiae 1731, 
fol. 321b–322b. « Fetiales certe ad res repetendas ad Samnites missos, nihil aliud 
quam Samnitem decedere agro Sociorum, ac deducere exercitum finibus Lucanis 
iussisse, Livius lib. X. cap. 12. refert. . . . Hanc belli indicendi formulam Gellius lib. 
XVI. Noct. Attic. capa. 4. ex Cineii libris paulo aliterconceptam refert, . . . Quos so-
lennes ritus Dionysius Halicarnasstensis lib. II. p. 98. explicat. Nam postquam Fetia-
lium has partes esse dixit, . . . Servius in lib. IX. AEneid. ad versum 51. f. . . . »
200）　Siccama, p. 134. « Cruenta hasta erat rubei coloris, quae in castris editiore loco 
ponebatur, cum civitas aliqua vi subacta, hostili furore diripienda esset, quae desi-
gnabat militibus licentiam esse, in bona fortunasque victorum impune grassari. »
201）　César （L.A. Constans （tr.））, Guerre des Gaules, tome I, livre I–IV, Paris 1964, p. 70. 
« 6 Postridie eius diei refractis portis, cum iam defenderet nemo, atque intromissis 
militibus nostris, sectionem eius oppidi universam Caesar vendidit. »
202）　Cicéron （Maurice Testard （tr.））, Les devoirs, livres II et III, Paris 1970, p. 28, Cice-
rone （Anna Resta Barrile （tr.））, I doveri, Milano 2001, p. 253. « VIII . . . 29 Nec vero 
umquam bellorum civilium semen et causa deerit, dum homines perditi hastam il-
lam cruentam et meminerint et sperabunt, quam P. Sulla cum vibrasset dictatore 
propinquo suo, idem sexto tricensimo anno post a sceleratiore hasta non recessit, 
. . . ». 仏訳は « pique sanglante des enchères »， 伊訳は « asta sanguinosa » とし， また
後者の Un saggio introduttivo （Emanuele Narducci）, p. 50 は，脚註で « picca delle 
confische »と言い換える。ちなみに Cicero （Heinz Gunermann （übers.））, De officiis 
（Heinz Gunermann （übers.））, Vom pflichtmäßigen Handeln, Stuttgart 1984, S. 167 
« jene flutbeflekte Lanze » とするのみである。
203）　Titus Livius （W. Weissenborn / H. J. Müller （bear.））, Ab urbe condita, Bd. 9, Buch 
XXXVIIII–XXXXII, Berlin 1962, p. 97–98（バシリカ公会堂の詳細な説明につき Fn. 
7 を見よ）, Tite-Live （Anne-Marie Adam （tr.））, Histoire romaine, livre XXXIX, Paris 
2003, p. 78–79, T. Livius （Hans Jürgen Hillen （hrsg.））, Römische Geschichte, Buch 
XXXIX–XLI, Darmstadt 1983, S. 102–103, « XLIV . . . 7 Cato atria duo, Maenium et 
Titium, in lautumiis, et quattuor tabernas in publicum emit basilicamque ibi fecit, 
quae Porcia appellata est. Et uectigalia summis pretiis, ultro tributa infimis locaue-
runt. 8 Quas locationes cum senatus precibus et lacrimis uictus publicanorum indu-
ci et de integro locari iussisset, . . . »
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204）　Columella （Will Richter （übers.））, Landwirtschaft, Bd. 1, München 1981, S. 20–21. 
« ubi di fructus ［dii cultus］ agrorum progeniem suam docuerant, ibi nunc ad has-
tam locamus, ut nobis ex transmarinis provinciis advehatur frumentum, ne fame 
laboremus ».  但し表記のようにシッカマの引用したものは冒頭が « Ubi dii cultus 
agrorum » である。
205）　Tertullien （Jean–Pierre Waltzing （tr.））, Apologétique, Paris 1961, p. 32–33. « XIII 
. . . 5 . . . Sic Capitolium, sic olitorium forum petitur; sub eadem voce praeconis, sub 
eadem hasta, sub eadem annotatione quaestoris divinitas addicta conducitur. »  テ
ルトゥリアヌス（鈴木一郎訳）『護教論・アポロゲティクス』（教文館）39–40 頁参
照。
206）　Siccama, p. 135. « Hasta praeoria erat, quae ponebatur, cum ex praetoris decreto 
bona rei essent publice vendenda : . . . »
207）　Sénèque （Ch. du Rozoir （tr.））, De la brièveté de la vie, dans Dialogues, toms II, 
Paris 1962, p. 62. « XII. 1 . . . quos a basilica immissi demum canes eiciunt, . . . » cf. 
Sénèque （Ch. du Rozoir （tr.））, De la brièveté de la vie, dans Œuvres complètes de Sé-
nèque (Le philosophie), tome. III, Paris p. 283, セネカ（大西英文訳）『生の短さにつ
いて　セネカ全集 1』（岩波書店）477 頁。
208）　Festus, De verborum significatu, supra not. 121, p. 90, Savagner, De la signification, 
supra not. 121, p. 174. もっとも槍の一般的な定義の後は，戦時の槍の習慣が挙げら
れている。« Hastae subiiciebantur ea quae publice venundabant, quia signum prae-
cipuum est hasta. Nam et Carthaginienses quum bellum vellent, Romam hastam 
miserunt, et Romani fortes viros saepe hasta donarunt. »
209）　Sénèque （A. Bourgery （tr.））, Dialogues, tome I, De ira, Paris 1961, p. 4. cf. Sé-
nèque （M. Baillard （tr.））, De la colère, dans Œuvres complètes, tome II, supra 
not. 31, p. 4. « II. 1 . . . principum sub ciuili hasta capita uenalia . . . »  セネカ （兼利琢
也訳）『怒りについて　セネカ全集 1』（岩波書店）477 頁。
210）　Juvénal （Pierre de Labriolle et François Villeneuve （tr.））, Satires, Paris 1964, p. 25. 
« quis facile est aedem conducere, flumina, portus, siccandam eluuiem, portandum 




211）　Siccama, p. 135. « Hasta salutis erat, cum in summa annonae caritate, frumentum 
publicum ad hastam vendebatur. »
212）　原文ではセネカの作品となっている。Lennart Håkanson （ed.）, Declamatioes XIX 
maiores Quintiliano falso ascriptae, Stutgardiae 1982, p. 253. « Sed si semel ponis has-
205
シブランドゥス・シッカマ（1571–1622）と百人官法廷
tam salutis et redemptores vitae admittis, melius vendes. » ちなみに Lewis A. Suss-
man, The Major Declamations ascribed to Quintilian. A Translation. Studien zur klas-
sischen Philologie, Bd. 27, Frankfurt / M 1987, p. 157–158 は，« If once you auction 
off our source of salvation, if you open our lives to contractors, also warn us ; you 
will sell it at a still better price. » と英訳し， この « ponere hastam salutis » を 「競売に
かける」と解している。cf. Neil W. Bernstein, Ethics, Identity, and Community in La-
ter Roman Declamation, Oxford 2013, p. 105–108.
213）　Siccama, p. 135–136. « Centumviralis hasta erat, quae posita significabat, Centu-
mviros esse cogendos, et Centumvirale iudicium quasi publicum populi Romani 
conventum esse exercendum. Sunt qui existimant, hastam illam non Centumvira-
lem modo, sed eandem cum Decemvirali et praetoria fuissse. »
214）　Siccama, p. 136. « SIGONIUS sibi ipsi non constat, nam libro de Iudiciis capite 8. 
et 28. modo praetoriam, Decemviralem, et Centumviralem hastam eandem esse pu-
tat, modo Decemviralem, a Centumvirali discernit, . . . »
215）　前註 162 を参照。
216）　シッカマには 32 節とあるが，36 節である。前註 109 を見よ。Suéton （Henri Ail-
loud （tr.））, Vies des douze Césars, supra not. 109, p. 94. « XXXVI. . . . ut centumvira-
lem hastam quam quaesturam functi consuerant cogere decemviri cogerent. »
217）　Martial （H. J. Izaac （tr.））, Épigrammes, tome I, livres I–VIII, 1961, p. 229. « LXIII 
. . . hanc miratur adhuc centum gravis hasta virorum ». マールティアーリス（藤井昇
訳）『エピグランマタ（上）』（慶應義塾大学言語文化研究所）338 頁参照。
218）　Valère Maxime, Faits et paroles, tome II, p. 94, Valerius Maximus, Memorable do-
ings and sayings, II, supra not. 114, p. 178–181.
219）　Siccama, p. 137. « verisimile est hastam Centumviris fuisse praefixam, ut indicaret 
summum et populare esse iudicium, cum ex universo populo Romano ad hoc iudi-
cium sortiti essent, et supremam illis iudicandi potestatem fuisse commissam . . . »
220）　Raevardus, Protribunalium, supra not. 11, fol. 225b. « Eoque non dubium est quins 
respexerit Quinctilianus, cum partes centumviralium in duas hastas divisas esse 
scriberet Inst. orat. lib. v. cap. ii. Illud enim sic esse videtur intelligendum, ut hastae 
in omibus iudiciis centumviralibus, duae, hoc est una centumviralis, et altera prae-
toria sive decemviralis, poneretur. »（下線は筆者による）
221）　Siccama, p. 138. « plane necessarium erat, a praetore urbano veniam agendi im- 
petrare.»
222）　Valère Maxime, Faits et paroles, tome II, supra not. 114, p. 96. « 5 Egregia C. 
quoque Calpurni Pisonis praetoris urbis constitutio : . . . querellam detulisset. » Vale-
rius Maximus, Memorable doings and sayings, II, supra not. 114, p. 176–177.
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223）　Siccama, p. 139. « Post vero impetratam actionem non solum qui impetraverat, 
sed etiam is quocum agendum erat, iudicium Centumvirale subscribebat, et attesta-
batur, consentire se ut de proposita actione Centumvirale iudicium exerceretur. »
224）　Pline le Jeune, Lettres, toms II, supra not. 67, p. 54, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 364–365. « Post hoc ille cum ceteris subscripsit centumvirale iudi-
cium, non subscripsit mecum. »
225）　cf. Siccama, p. 139–142. not. b）.  裁判に関わる subscriptio の意味について早期に
検討したのは Budaeus, Annotationes, supra not. 53, fol. 141, 291 である。Forcellini, 
Lexicon, tomus VI, supra not. 63, s.v. Subscribo. « 2. Frequens est eius usus in iu-
diciis. Nam qui reum aliquem deferebat, et accusare parabat, non ante admittebatur, 
quam eius, cui litem intendebat, nomen in libello perscripsset, et praeterea ad-
scripsisset suum : . . . »
226）　今日の代表的なローマ民事訴訟法の教科書で説明される subscriptio は，ハドリア
ヌス帝が導入した皇帝に対する請願への解答にあたっての皇帝署名である。Kaser / 




Santalucia, Diritto e processo penale nell’antica Roma, 2ed., Milano 1998, p. 168, 190, 
244.
227）　Siccama, p. 140–141. « bonorum possessor, seu heres scriptus, usu cepisse diceba- 
tur. »
228）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 55, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 366–367. « 10 Scis te non subscripsisse mecum, et iam biennium 
transisse omniaque me usu cepisse. . . . Post hoc ille . . . mecum non subscripsit. h. e. 
litem intendit ceteris, mihi non intendit. . . . »
229）　Cicéron （Edmond Courbaud （tr.））, De l’orateur, livre I, supra not. 81, p. 61–62, 
Cicerone, Dell’oratore, supra not. 8, p. 228–229, Cicero, De oratore, Über den Redner, 
supra not. 81, S. 138–139, Cicero （Augustus S. Wilkins （not.））, De oratore, supra 
not. 81, p. 163–164 « XXXVIII . . . 173 Nam volitare in foro, haerere in iure ac prae-
torum tribunalibus, iudicia privata magnarum rerum obire, in quibus saepe non 
de facto, sed de aequitate ac iure certetur, iactare se in causis centumviralibus, in 
quibus usucapionum, tutelarum, gentilitatum, agnationum, adluvionum, circumlu-
vionum, nexorum, mancipiorum, parietum, luminum, stillicidiorum, testamento-
rum ruptorum aut ratorum, ceterarumque rerum innumerabilium iura versentur, 
cum omnino, quid suum, quid alienum, qua re denique civis aut peregrinus, servus 
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aut liber quispiam sit, ignoret, insignis est impudentiae. » この箇所については，ま
ずは，Kelly, Studies, supra not. 9, p. 9 ff. を，さらに後註 232 を見よ。
230）　原文の haerere を hang about と解する立場もある。しかし，2. 292 も 3. 31 と同
様に，ここでは，「その場所に留まる」，「固着する」といった通常の意味にとる。
cf. Cicero （Wilkins （not.））, De oratore, supra not. 81, p. 163, not. 16, 17.
231）　ここでの ruptumと ratumにつき，ここでの拙訳のように遺言の有効性につき区別
しないことを詳細に解説するものとして，M. Tullius  Cicero,  De  oratore  libri  III, Kom-
mentar von A. D. Leeman, H. Pinkster, H. L. W. Nelson, 2 Bd. Buch I, p. 166–265, 
Buch II, p. 1–98, 1985 Heidelberg, S. 56 がある。« Die Bezeichnungen ruptus und ra-
tus waren . . . keine exakten Gegensätze, . . . Gemäß Gaius inst. 2.146 umfaßten die 
testamenta irrita 3 verschiedene Gruppen, von denen nur eine als rupta bezeichnet 
wurde ; die beiden übrigen waren testamenta ab initio non iure facta und testamenta 
postea irrita facta. »
232）　このような区分はすでに入門書でも採用されていた。Alexander Adam, Roman 
Antiquities. An Account of the Manners and Customs, London 1825, p. 223–224. 管轄
については，まずは拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）224 頁，及び 268–269 頁脚註
（10）， Gagliardi, Decemviri e centumviri, supra not.9, p. 113ss. とりわけ p. 166ss. を参
照。さらに木庭顕『法存立の歴史的基盤』（東京大学出版会）1193 頁以下，同『新
版ローマ法案内』（勁草書房）153–154 頁を見よ。
233）　Siccama, p.143–144. « Atque ita quidem obtinuisse arbitror, ut nempe super om-
nium illorum, quae enumerat CICERO, quaestionibus, Centumviri primum essent 
instituti, tum quod omnes istae controversiae, in iuris et aequitatis quaestione 
quoque sint positae, tum quod hereditariae quaestiones nondum essent adeo 
frequentes. Posterioribus vero temporibus, probabile videri potest, Centumviros de 
solis hereditatis controversiis, sive ex testamento, sive ab intestato obvenirent, iudi-
casse ; . . . »
234）　後者の事件についての理解には，父が解放奴隷である生来自由人に宗族が想定で
きるのかなど，論争がある。Cicero （S. Wilkins （not.））, De oratore, supra not. 81, 
p. 166, not. 3, cf. Georges Fabre, Libertus. Patrons et affranchis à Rome, Rome 1981, 
p. 506–507. Pasquale Voci, Diritto ereditario romano, vol. II, parte speziale, Milano 
1963, p. 26 は stirps libertina と言う。古くは，Th. Mommsen, Römisches Staatsrecht, 
Bd. III, supra not. 121, S. 27, 74, Barthold Georg Niebuhr, Römische Geschichte, 3. 
Aufl., 1. Teil, Berlin 1828, S. 356–357. Fn. 20.
235）　Quintilien, Institution oratoire, tome III, supra not. 49, p. 40, Quintiliano, La for-
mazine dell’oratore, vol. I, supra not. 49, p. 664–667, Quintilianus, Ausbildung des 
Redners, 1. Teil, supra not. 36, S. 438–439.
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236）　この法文については，拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）232–233 頁以下を見よ。
237）　D. 5.2.4. « Non est enim consentiendum parentibus, qui iniuriam adversus liberos 
suos testamento inducunt : quod plerumque faciunt, maligne circa sanguinem suum 
inferentes iudicium, novercalibus delenimentis instigationibusve corrupti. »
238）　Siccama, p. 146. « Querela inofficiosi testamenti, est imploratio officii iudicis, lege 
Glicia introducta, qua quis accusat scriptum testamentum validum, quia in eo se 
contra officium pietatis, et sine iusta causa exheredatum dicit, petitque illud, ut inius-
tum rescindi, certo tempore modoque circumscripta. »  援用法文は D. 5.2.5 である。不
倫遺言の起源などに関する今日の議論については，Gagliardi, Decemviri e centumvi-
ri, supra not. 9, p. 261ss. を見よ。
239）　Cicéron, Discours, tome II, Seconde action contre Verrès, livre I, La préteur urbaine, 
Paris 1960, p. 178, Cicero （L. H. G. Greenwood （tr.））, The Verrine Orations, vol. I, 
Cambridge MA 2002, p. 236–237. « 107 . . . XLII Iure, legibus, auctoritate omnium 
qui consulebantur testamentum P. Annius fecerat non improbum, non inofficio-
sum, non inhumanum : . . . »
240）　Cuiacius, Observationes, supra not. 38, col. 39–40, lib. 2. cap. 21 De lege Glicia et 
orgine actionis inofficiosi testamenti.
241）　Tacite, Annales, tome III, supra not. 50, p. 501. « LVI . . . post promissa impunitate 
corrupti, quo tarditatem excusarent, Lucanus Aciliam matrem suam, Quintianus 
Glitium Gallum. . . . »（下線は筆者による）
242）　Titus Livus （Io. Nic. Madvigius / Io. L. Ussingius （ed.））, Historiarum romanarum 
libri, qui supersunt, vol. IV. pars II, Hauniae 1866, ex lib. XIX. p. 25. « Claudius Pul-
cher cos. contra auspicia profectus iussit mergi pullos, qui cibari nolebant – infelici-
ter aduersus Carthaginienses classe pugnauit, et reuocatus a senatu iussusque dicta-
torem dicere Claudium Gliciam dixit, sortis ultimae hominem, qui coactus abdicare 
se magistratu postea ludos praetextatus spectauit. » ちなみにモムゼンはこの箇所を
独裁官のトガを述べるものとして引用している。Mommsen, Römisches Staatsrecht, 
1. Bd., supra not. 135, S. 419, Fn. 1. vgl. Reinhart Herzog （hrsg.）, Handbuch der latei-
nischen Literatur der Antike, 5. Bd., Restauration und Erneuerung, 284–374 n.Chr., 
München 1989, §. 533.2. 
243）　Suéton, Vies des douze Césars, tome II, supra not. 19, p. 3–4. « II. . . . superatusque, 
cum dictatorem dicere a senatu iuberetur, velut iterum inludens discrimini publico 
Glycian 5 viatorem suum dixit. »






ラテン人に分ける 19 年の Lex Junia Norbana， 境界線の争いにつき一人の裁定人に
よって決められるとする前59年の Lex Mamilia Roscia Peducaea Alliena Fabia，9年
の婚姻に関する Lex Papia Poppaeaと称される。Cuiacius, Observationes, supra not. 38, 
col. 400–401, lib. 14. cap. 14, De lege Glicia, p. 655–656. cf. Giovanni Rotondi, Leges 
publicae populi romani, Milano 1912, Hildeheim 1990, p. 463–464, p. 388–389, p. 457– 
462.
245）　Siccama, p. 152–153. « si iure civili non esset validum, non opus erat ad odiosum 
hoc et extraordinarium auxilium confugere, . . . »
246）　拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）を見よ。
247）　前註 228 参照。
248）　Pline le Jeune, Lettres, tome II, supra not. 67, p. 55, Plinio il Giovane, Epistolario, 
supra not. 67, p. 366–367. « 9 . . . ibi ego ; ‘si mater’ inquam ‘te ex parte quarta 
scripsisset heredem, num queri posses ? Quid si heredem quidem instituisset ex asse, 
sed legatis ita exhausisset ut non amplius apud te quam quarta remaneret ? »
249）　D. 5.2.10pr. « Si pars iudicantium de inofficioso testamento contra testamentum, 
pars secundum id sententiam dederit, quod interdum fieri solet, humanius erit se-
qui eius partis sententiam quae secundum testamentum spectavit : nisi si aperte iu-
dices inique secundum scriptum heredem pronuntiasse apparebit. »
250）　Valère Maxime, Faits et paroles, tome II, supra not. 114, p. 94. « 1 . . . testamento fi-
lium ［filiam］ instituit heredem, quod Ti. Longus sanguine ei proximus hastae iudi-
cio subuertere frustra conatus est : magis enim centumuiri quid scriptum esset in 
tabulis quam quis eas scripsisset considerandum existimauerunt. » cf. Valerius 
Maximus, Momorable doings and sayings, II, supra not. 114, p. 180–181.
251）　Valère Maxime, Faits et paroles, tome II, supra not. 114, p. 95. « 2 Item M. Annei 
Carseolani splendidissimi equitis Romani filius, a Sufenate auunculo suo adoptatus 
testamentum naturalis patris, quo praeteritus erat, apud centumuiros rescidit. » cf. 
Valerius Maximus, Memorable doings and sayings, II, supra not. 114, p. 172–173.
252）　前註 111 を見よ。
253）　Siccama, p. 162. « Postremo, eveniebat aliquando contra expressam regulam iuris, 
ut quis pro parte intestatus decederet, quod tunc fiebat, cum pluribus querela 
conventis, diversae sententiae latae sunt, quarum altera laudabat, altera rescindebat 
testamentum, tanquam inofficiosum. »
254）　拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）229 頁以下を見よ。
255）　拙稿「不倫遺言の訴」（前註 76）231 頁以下を見よ。
256）　拙稿 「不倫遺言の訴」 （前註 76） 229 頁以下，特に 237 頁以下，Voci の説につい
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ては 287–289 頁 （註 95），Gagliardi の解釈については 288–290 頁 （註 96） を見よ。
257）　纏められているのは，I. Cicero Lib. 1. de Oratore （cap. 39）, II. Cicero de Oratore. 
Lib. 1. （cap. 38）, III. Cicero de Oratore. Lib. I. （cap. 40）, IV. Cicero de Oratore. Lib. 
I. （cap. 39）, V. Valerius Maximus Lib. VII. cap. VII. （ex. 2）, VI. Valerius Maximus 
Lib. VII. cap. VIII. （ex. 1）. VII. Plinius Lib. VI. Epist. 33. である。
　（付 記）　本稿は，2019 年度 南山大学パッヘ研究奨励金 I–A–2 の研究成果であ
る。
